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論　
　

文

山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
一
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―稲　

　

田　
　

秀　
　

雄

は
じ
め
に

　

山
口
鷺
流
の
元
祖
と
い
う
べ
き
春し
ゅ
ん

日に
ち

庄
作
（
荘
作
）（
一
八
一
六
～
一
八
九
七
）
は
、
自

ら
狂
言
台
本
・
小
舞
本
を
筆
録
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
現
存
す
る
狂
言
台
本
と
、
そ
の
所
収

曲
目
は
以
下
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
（
傍
線
は
重
複
分
）。
い
ず
れ
も
『
山
口
鷺
流
狂
言
資

料
集
成
』
書
誌
・
本
狂
言
編
一
・
二
（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
13
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

○
『
狂
言
手
附
本　

一
』（
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
蔵
）「
首
引
」「
弐
人
り
袴
」

　

○ 

『
狂
言
手
附
本　

二
』（
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）「
清
水
」「
皹

り
」「
栗
焼
」「
地
蔵
舞
」「
呼
声
」「
二
千
石
」（
語
リ
）

　

○
『
狂
言
手
附
本　

三
』（
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
蔵
）「
昆
布
売
」「
八
句
連
歌
」「
鬼
瓦
」

　

○ 

『
第
四
巻　

鷺
流
狂
言
手
附
本
』（
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）

「
大
盤

（
マ
マ
）

若
」「
水
汲
新
発
意
」「
業
平
餅
」「
金
藤
左
衛
門
」「
蝉
」

　

○
『
第
六
巻　

鷺
流
狂
言
手
附
本
』（
同
）「
武
悪
」

　

○ 

『〔
隠
シ
狸　

他
〕』（
同
）「
隠
シ
狸
」「
八
句
連
歌
」「
清
水
」「
栗
焼
」「
土
筆
」「
柿

山
伏
」「
地
蔵
舞
」「
痺
」「
呼
ビ
声
」「
物
ま
ね
」

　

○
『〔
業
平
餅　

千
鳥
〕』（
同
）「
業
平
餅
」「
千
鳥
」

　

○
『
第
壹
号
□
部　

狂
言
初
番　

大
名
事
』（
同
）「
今
参
り
」「
参
宮
」「
宮
城
野
」「
靱
猿
」

　

○
『
以
品

（
マ
マ
）波
』（
同
）「
以
品
（
マ
マ
）波
」

　

○
『
鷺
先
生
直
傳　

鷺
流
狂
言
本
』（
江
山
本
）（
同
）「
末
広
り

（
マ
マ
）」

　

筆
者
は
先
に
、
長
州
藩
時
代
の
台
本
と
考
え
ら
れ
る
江
山
本
（
春
日
庄
作
自
筆
の
「
末
広

り
」
を
除
き
、
江
戸
末
期
書
写
。
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
所

収
曲
の
系
統
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、諸
流
台
本
と
の
比
較
に
よ
り
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、

江
山
本
に
収
め
ら
れ
た
狂
言
は
基
本
的
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系
統
で
あ
る
こ
と
、
一
方
で
中

央
の
伝
右
衛
門
派
台
本
と
は
異
な
る
独
自
の
詞
章
・
演
出
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た（
１
）。

　

こ
の
た
び
は
、
現
行
山
口
鷺
流
台
本
の
祖
本
的
位
置
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
春
日
庄
作
直

筆
台
本
（
以
下
、
春
日
本
と
す
る
）
を
対
象
と
し
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
曲
が
い
か
な
る
流

派
の
系
統
に
属
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
同
様
の
手
法
に
よ
っ
て
検
証
す
る
。
春
日
庄
作
が

十
世
鷺
伝
右
衛
門
（
寛
太
郎
）
に
師
事
し
た
事
実
は
明
ら
か
で
あ
り（

２
）、

そ
の
意
味
で
、
彼
の

筆
録
し
た
狂
言
（
そ
れ
は
基
本
的
に
彼
が
演
じ
、
弟
子
に
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
は

ず
）
が
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系
統
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
江
山
本

所
収
曲
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
春
日
本
に
お
い
て
も
、
中
央
の
伝
右
衛
門
派
諸
本
と
は

異
な
る
（
長
州
藩
独
自
の
）
詞
章
・
演
出
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、
同
時

に
、
こ
う
し
た
検
証
作
業
を
通
じ
て
、
従
来
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
か
っ
た
鷺
伝
右
衛
門
派

の
狂
言
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
今
回
は
、『
狂
言
手
附
本
』

三
冊
（
一
～
三
）
に
収
め
る
十
一
曲
（
た
だ
し
「
二
千
石
」
は
語
リ
の
み
）
に
つ
い
て
の
検

討
結
果
を
掲
載
す
る
。

１
、「
首
引
」

【
ア
ド
の
名
ノ
リ
か
ら
道
行
（
到
着
ま
で
）】

　

春
日
本
で
は
、
ア
ド
の
名
ノ
リ
と
道
行
の
せ
り
ふ
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
、

道
行
を
経
て
播
磨
の
印
南
野
に
着
く
。

　
　

 
是
ハ
鎮
西
由
縁
り
の
者
て
御
座
る　

某
シ
訴ソ
シ
ヲ訟
の
事
有
ツ
テ
久
々
に
西
国
に
滞
留
致
い

て
御
座
る
か
此
度
訴
訟
思
ひ
の
ま
ゝ
に
叶
う
て
御
座
る
間
一
先
ツ
都
江
登
ろ
ふ
と
存
る

（
中
略
）
イ
ヤ
何
か
と
言
う
内
是
ハ
渺ビ

ヨ

々
と
打
チ
開
ヒ
た
野
江
出
た　

爰
ハ
何
と
言
う

所
か
知
ら
ぬ　

イ
ヤ
是
レ
ハ
定
め
て
播
磨
の
印イ

ナ
ミ南

の
て
有
ふ　

鷺
流
は
、
伝
右
衛
門
派
・
仁
右
衛
門
派
と
も
に
、「
鎮
西
の
八
郎
為
朝
（
ま
た
は
八
郎
為
朝
）」
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と
名
乗
る
。
伝
右
衛
門
派
は
筑
紫
か
ら
上
洛
す
る
と
言
い
、仁
右
衛
門
派
は
、「
魔ヲ
ニ

か
島
」（
寛

政
有
江
本
）
や
「
蓬
莱
の
嶋
」（
賢
茂
五
番
綴
本
）
へ
渡
り
鬼
と
勝
負
し
よ
う
と
言
っ
て
、

道
行
を
す
る
（
杭
全
本
は
「
高
麗
国
」
か
ら
帰
国
す
る
）。
着
い
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
享

保
保
教
本
が
「
何
共
知
レ
ヌ
嶋
」
と
す
る
が
（
た
だ
し
、
注
記
に
「
広
イ
野
」
へ
着
く
せ
り

ふ
も
記
す
）、
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
は
「
広
ひ
野
（
広
野
）」
と
す
る
。
一
方
、

仁
右
衛
門
派
諸
本
は
、
杭
全
本
が
「
ひ
や
う
〳
〵
と
し
た
嶋
」
に
着
い
た
と
す
る
他
は
、「
播

磨
の
印
南
野
」
に
着
く
。

　

大
蔵
流
は
、
弥
右
衛
門
派
・
八
右
衛
門
派
と
も
に
、
為
朝
本
人
で
は
な
く
、「
鎮
西
ゆ
か

り
の
者
」
と
名
乗
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
特
に
、
虎
寛
本
で
は
「
某
訴
訟
の
事
有
て
、
久
々

西
国
へ
下
つ
て
御
座
る
が
、
此
度
訴
訟
も
思
ひ
の
ま
ゝ
に
叶
ふ
て
御
座
る
に
依
て
、
都
へ
登

う
と
存
る
」
と
、
訴
訟
が
叶
っ
て
上
洛
す
る
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
着
く
所
は
、
す
べ
て
「
播
磨
の
印
南
野
」
で
あ
る
。

　

和
泉
流
は
、
鷺
流
諸
本
と
同
じ
く
、
鎮
西
八
郎
為
朝
と
名
乗
り
、
西
国
か
ら
上
洛
す
る
途

中
、「
播
磨
の
印
南
野
」
に
着
く
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
や
は
り
「
鎮

西
の
八
郎
為
朝
」
と
名
乗
る
が
、「
鬼
ヶ
島
」
へ
渡
る
の
が
特
異
で
あ
る
。

　

春
日
本
は
、「
鎮
西
由
縁
り
の
者
」
と
名
乗
る
こ
と
、訴
訟
が
叶
い
都
に
上
る
と
言
う
こ
と
、

そ
し
て
播
磨
の
印
南
野
に
着
く
こ
と
な
ど
、
明
ら
か
に
鷺
流
や
和
泉
流
と
は
相
違
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
む
し
ろ
大
蔵
流
と
一
致
す
る
特
徴
を
も
つ
。
と
り
わ
け
先
述
し
た
よ
う
に
、
訴

訟
が
叶
っ
た
上
で
の
上
洛
と
い
う
せ
り
ふ
は
虎
寛
本
に
見
え
る
の
で
あ
り
、
春
日
本
の
名
ノ

リ
か
ら
道
行
、
到
着
ま
で
は
、
大
蔵
虎
寛
本
に
最
も
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
腹
押
し
の
せ
り
ふ
】

　

鎮
西
ゆ
か
り
の
者
は
鬼
の
娘
（
姫
鬼
）
と
勝
負
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
女
は
思
わ
ぬ

こ
と
を
口
に
す
る
。

　
　

 

鬼
「
…
ヤ
イ
〳
〵
姫
め
此
度
ハ
す
ね
お
し
を
さ
し
ま
せ　
ヒ
「
わ
ら
わ
ゝ
す
ね
お
し
よ

り
は
ら
お
し
が
よ
ふ
御
座
る　
「
ア
ヽ
親
の
前
で
其
の
よ
ふ
な
事
ハ
ゆ
わ
ぬ
物
じ
や　

サ
ア
〳
〵
あ
れ
江
イ
テ
す
ね
お
し
〳
〵
」

享
保
保
教
本
は
「
イ
ヤ
ソ
ウ
云
フ
テ
モ
又
キ
ツ
ウ
セ
ウ
少
ト
痛イ

タ
フ

テ
モ
腹ハ
ラ

押
ナ
ラ
バ
セ
ウ　

余

ノ
事
ハ
イ
ヤ　

シ
テ
イ
ハ
レ
ヌ
事
ヲ
云
ハ
ズ
ト
ト
ヽ
次
第
ニ
シ
テ
先
ツ
イ
テ
臑
ヲ
シ
ヲ
セ

イ
」（
注
記
に
「
腹
押
鷺
大
倉
共
ニ
近
代
ハ
不
云　

乍
然
古
来
ヨ
リ
定
ル
言
葉
故
記　

専
一

ノ
仕
所
ナ
リ
」）
と
あ
る
が
、
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
は
、「
腹
押
し
」
の
せ
り
ふ

が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
杭
全
本
を
除
き
、
管
見
の
範
囲
の
台
本

は
す
べ
て
「
腹
押
し
」
の
こ
と
を
言
う
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
・
虎
寛
本
に
は
「
腹
押
し
」
の
せ
り
ふ
が
見
え
な
い
が
、
八
右
衛
門

派
の
伊
藤
源
之
丞
本
に
は「
わ
ら
ハ
ゝ
す
ね
お
し
ハ
い
や
で
御
ざ
る
。
腹
な
ら
ば
致
ま
せ
う
。

シ
テ
「
訳
も
無
イ
事
を
云
。
先
、
す
ね
お
し
を
せ
ひ
」
と
あ
る
。
同
派
江
戸
末
期
の
虎
光
本

に
は
腹
押
し
の
せ
り
ふ
は
な
い
。

　

和
泉
流
は
、
天
理
本
「「
は
ら
お
し
な
ら
せ
う
」
と
云
、「
そ
の
や
う
な
さ
も
し
ひ
事
は
い

わ
ぬ
も
の
じ
や
」
と
云
て
、
う
で
お
し
を
さ
す
る
」
と
、「
腹
押
し
」
の
こ
と
を
言
う
が
、

古
典
文
庫
本
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
狂
言
集
成
本
に
は
「
腕
押
し
は
嫌
ぢ
や
。
お
れ
は

腹
押
し
な
ら
せ
う
。
シ
テ「
さ
も
し
い
事
を
い
は
ぬ
も
の
ぢ
や
」と
い
う
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、

三
宅
派
に
は
こ
の
せ
り
ふ
が
残
っ
て
い
る
（
現
行
も
）。
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
お
れ
は
腹

押
し
が
し
た
い
」
と
あ
る
。

　

こ
の
せ
り
ふ
は
、
鬼
と
は
い
え
、
若
い
娘
の
せ
り
ふ
と
し
て
は
き
わ
ど
い
内
容
で
あ
る
た

め
か
、
享
保
保
教
本
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
鷺
伝
右
衛
門
派
及
び
大
蔵
流
で
は
、
江
戸
中

期
以
降
、
削
除
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
藤
源
之
丞
本
が
そ
の
点
で
古
風
を

残
し
た
と
い
え
よ
う
が
、
八
右
衛
門
派
で
も
そ
の
後
は
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
泉

流
に
お
い
て
も
同
様
の
事
情
が
看
取
さ
れ
、
三
宅
派
が
今
に
残
す
も
の
の
、
宗
家
系
の
台
本

で
は
天
理
本
以
後
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
初
期
諸
流
台
本
（
狂
言
記
外

五
十
番
も
含
め
て
）
に
見
出
さ
れ
る
「
腹
押
し
」
の
せ
り
ふ
を
江
戸
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て

残
し
て
い
た
の
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う（

３
）。

　

と
こ
ろ
が
、
春
日
本
に
は
、
右
の
よ
う
に
こ
の
「
腹
押
し
」
の
せ
り
ふ
が
見
え
る
の
で
あ

る
。
先
の
名
ノ
リ
か
ら
道
行
、
到
着
ま
で
の
せ
り
ふ
は
大
蔵
虎
寛
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た

が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
流
の
江
戸
後
期
台
本
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
わ
け

で
、
む
し
ろ
伊
藤
源
之
丞
本
の
よ
う
な
八
右
衛
門
派
台
本
、
も
し
く
は
鷺
仁
右
衛
門
派
台
本

と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
首
引
き
の
掛
け
声
】

　

姫
鬼
と
鎮
西
ゆ
か
り
の
者
の
最
後
の
勝
負
は
、
首
引
き
で
あ
る
。
姫
鬼
の
後
ろ
に
は
鬼
の

眷
属
が
加
勢
し
、
掛
け
声
を
掛
け
て
引
き
合
う
。

　
　

 「
ヱ
イ
さ
ら
え
さ
ら
〳
〵
ヱ
サ
ラ　
ケ
ン
「
ヱ
イ
サ
ラ
ヱ
サ
ラ
〳
　〵
「
ヱ
イ
ト
言
ウ
た

ら
ヱ
イ
〳
〵
ヱ
い　
鬼
「
姫
め
か
方
か
よ
わ
い
ぞ　

情
い
出
せ　
ケ
ン
「
ヱ
イ
サ
ラ
ヱ

サ
ラ
〳
　〵
「
ヱ
イ
ト
言
ウ
タ
ラ
ヱ
イ
〳
〵
〳
〵

享
保
保
教
本
は
「
曳ヱ

イ

サ
ラ
ヱ
サ
ラ　
為
朝
曳ヱ
イ

ト
云
フ
テ
ヱ
ヽ
ヱ
イ　
シ
テ
ヱ
イ
サ
ラ
ヱ
サ
ラ
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為
朝
ヱ
イ
ト
云
フ
テ
ヱ
ヽ
ヱ
イ
（
眷
属
を
呼
び
出
す
）
シ
テ
姫
ガ
方
ガ
弱ヨ
ハ
イ

ハ　
立
衆
一
同
ヱ

イ
サ
ラ
ヱ
サ
ラ　
為
朝
ヱ
イ
ト
云
テ
ヱ
ヽ
ヱ
イ　
シ
テ
姫
ガ
方
ガ
弱
ハ　

情セ
イ

ヲ
出ダ

イ
テ
引ヒ
ケ

ヤ

レ
、人
間
ニ
負
ル
カ
、甲カ

斐イ

ナ
イ
ゾ
弱ヨ
ハ
イ

ゾ
（
引
ト
レ
ト
モ
云
）」、宝
暦
名
女
川
本
は
「
シ
テ
「
ゑ

ひ
さ
ら
ゑ
さ
ら
、皆
々
「
ゑ
い
さ
ら
ゑ
さ
ら
、ア
ト
「
ゑ
い
と
云
て
は
ゑ
い
〳
〵
ゑ
、シ
テ
「
姫

の
方
が
よ
わ
ひ
は
、
皆
々
「
ゑ
ひ
さ
ら
ゑ
さ
ら
、
ア
ト
「
ゑ
ひ
と
云
て
は
ゑ
ひ
〳
〵
ゑ
、
シ

テ「
せ
ひ
を
た
せ
、鬼
ど
も
、皆
「々
ゑ
ひ
さ
ら
ゑ
さ
ら
、ア
ト「
ゑ
ひ
と
云
て
は
、ゑ
ひ
〳
〵
ゑ
」、

常
磐
松
文
庫
本
は
「
ゑ
い
さ
ら
ゑ
さ
ら　
皆
々
ゑ
い
さ
ら
ゑ
さ
ら　
ア
ト
ゑ
い
と
い
ふ
て
ハ

ゑ
い
〳
〵
〳
　〵
シ
姫
が
方
が
よ
わ
ひ
ぞ　
皆
々
ゑ
い
さ
ら
ゑ
さ
ら　
ア
ゑ
い
と
云
て
ハ
ヱ

イ
〳
〵
〳
　〵
シ
せ
い
を
出
せ
や
鬼
ど
も　
皆
々
ゑ
い
さ
ら
ゑ
さ
ら　
ア
ゑ
い
と
い
ふ
て
ハ

ゑ
い
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
「
ヱ
イ
サ
ラ
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
る
の
み
、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
シ
テ
姫
が

方
ハ
弱
ぞ
精
を
出
せ
鬼
ど
も
ト
ノ
ツ
テ
云　
皆
々
ゑ
ひ
さ
ら
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ト
云
引
ナ
カ
ラ
橋
懸

リ
ヘ
行　

シ
テ
や
つ
と
こ
〳
〵
〳
〵
な
（
注
記
略
）
皆
々
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」、
杭
全

本
「「
ヤ
引
ケ
や
〳
〵
鬼
共　
「
ゑ
い
さ
ら
〳
　〵
「
姫
か
方
が
弱
イ
ハ　

引
ケ
や
〳
〵
鬼
共

　
「
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
「
ゑ
ひ
さ
ら
ゑ
ひ
さ　

ゑ
ひ
さ
ら
ゑ
ひ
さ　

ひ
め
が
か
た
が
よ
は
ひ
は

　

ゑ
ひ
さ
ら
ゑ
ひ
さ
〳
〵
〳
〵
」、
虎
寛
本
「
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
。
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
。
姫
が
方

は
よ
は
い
ぞ
。
引
や
〳
〵
鬼
共
。
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
〳
〵
。
引
や
〳
〵
鬼
共
。
精
を
出
せ
お
に

ど
も
。
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
〳
〵
。
姫
が
方
は
よ
は
い
ぞ
。
引
や
〳
〵
鬼
ど
も
。
ゑ
い
さ
ら

〳
〵
〳
〵
」、
伊
藤
源
之
丞
本
「
シ
テ
「
引
け
や
〳
〵
、
鬼
ど
も
。
ケ
ン
「
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
。

シ
テ
「
姫
が
方
が
よ
ハ
ひ
ぞ
。
ケ
ン
「
ゑ
い
さ
ら
〳
〵
」、
虎
光
本
「
シ
テ
「
姫
が
方
は
弱
は
。

情
を
出
せ
鬼
共　
不
残「
ヱ
イ
さ
ら
〳
〵
〳
〵
ト
何
遍
も
返
シ
て
言
也
」と
あ
る
。
天
理
本
は「
ひ

め
か
方
が
よ
わ
ひ
は
、
ゑ
い
さ
ら
ゑ
い
さ
、
〳
〵
、
〳
〵
」、
古
典
文
庫
本
は
「
ア
ト
「
ひ

め
が
か
た
が
よ
わ
い
は
、ゑ
い
さ
ら
え
い
さ
ら　
同
「
え
い
さ
ら
〳
〵
」、狂
言
集
成
本
は
「
シ

テ
「
姫
が
首
引
に
負
け
さ
う
な
。
精
を
出
し
て
引
け
〳
〵
。
立
衆
「
心
得
た
。
え
い
と
う

〳
〵
〳
〵
。
シ
テ「
拍
子
に
か
ゝ
つ
て
引
け
〳
〵
。
え
い
さ
ら
さ
〳
〵
〳
〵
。
立
衆「
心
得
た
。

え
い
〳
〵
〳
〵
。
え
い
さ
ら
さ
〳
〵
〳
〵
。
シ
テ
「
姫
が
方
が
弱
い
は
。
立
衆
「
え
い
さ
ら

さ
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
り
、
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
姫
が
方
が
弱
い
は　

ゑ
い
さ
ら
〳
　〵

姫

が
方
が
弱
い
は　

ゑ
い
さ
ら
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
鬼
と
そ
の
眷
属
の
掛
け
声
に
応
え
て
、
鎮

西
が
「
ヱ
イ
ト
云
フ
テ
ヱ
ヽ
ヱ
イ
」（
享
保
保
教
本
）、「
ゑ
い
と
云
て
は
ゑ
い
〳
〵
ゑ
」（
宝

暦
名
女
川
本
）、「
ゑ
い
と
い
ふ
て
ハ
ゑ
い
〳
〵
〳
〵
」（
常
磐
松
文
庫
本
）
な
ど
と
、
独
特

の
掛
け
声
で
引
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

春
日
本
も
、鎮
西
ゆ
か
り
の
者
が
「
ヱ
イ
ト
言
ウ
た
ら
ヱ
イ
〳
〵
ヱ
い
」
と
繰
り
返
す
が
、

こ
れ
は
伝
右
衛
門
派
の
掛
け
声
に
最
も
近
く
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鷺

仁
右
衛
門
派
及
び
他
流
は
、
専
ら
「
え
い
さ
ら
〳
〵
」「
え
い
さ
ら
さ
」
と
い
う
掛
け
声
に

終
始
す
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
「
首
引
」
は
、
名
ノ
リ
に
お
け
る
人
物
設
定
や
状
況
説
明
・
場
所

を
は
じ
め
、
せ
り
ふ
の
内
容
も
含
め
て
、
全
体
的
に
大
蔵
虎
寛
本
に
か
な
り
近
い
（
た
だ
し
、

「
…
（
さ
）
し
ま
せ
」
と
い
う
鷺
流
特
有
の
語
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
蔵
流
は
「
…
さ

し
め
」）。
し
か
し
、「
腹
押
し
」
の
せ
り
ふ
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
最
後
の
首
引
き
の
掛
け

声
に
つ
い
て
は
、
虎
寛
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
掛
け
声
は
明
ら
か
に
鷺
伝
右

衛
門
派
の
特
徴
を
承
け
た
も
の
で
あ
り
、
春
日
本
「
首
引
」
は
、
大
蔵
流
と
鷺
流
と
の
折
衷

的
な
特
徴
を
そ
な
え
た
、
他
に
類
の
な
い
台
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

特
異
な
台
本
を
春
日
庄
作
が
筆
録
し
た
の
か（

４
）、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

２
、「
弐
人
り
袴
」

【
聟
が
欲
し
が
る
物
】

　

父
親
は
息
子
に
聟
入
り
を
せ
よ
と
促
す
と
、
欲
し
い
物
を
呉
れ
る
な
ら
行
く
と
言
う
。

　
　

 

シ
「
そ
れ
な
ら
ハ
ア
ノ
ほ
し
い
物
を
下
さ
る
ゝ
な
ら
ハ
参
り
ま
し
よ
ウ　
「
ヲ
ヽ
何
に

成
り
と
も
入
る
物
か
有
る
な
ら
ハ
や
ろ
う
か
何
か
入
る
か　
「
イ
ヤ
ア
ノ
市
に
あ
る
弁

慶
の
人
形
か
ほ
し
ウ
御
座
る　
「
イ
ヤ
其
年
ニ
成
る
者
か
ま
だ
む
さ
と
し
た
事
お
し
や

る　

去
り
な
か
ら
ほ
し
く
ハ
や
ろ
ふ
か
そ
れ
で
よ
い
か　
「
ま
だ
ア
ノ
虎
ラ
ま
た
ら
の

ゑ
の
こ
ろ
を
か
う
て
下
さ
れ
い　
親
「
イ
ヤ
其
様
な
事
を
言
ウ　

そ
れ
も
入
な
ら
買
て

つ
か
わ
せ
ウ
程
に
は
よ
ふ
行
か
し
ま
せ

享
保
保
教
本
は
、
人
形
や
子
犬
を
欲
し
が
る
こ
と
な
し
。
常
磐
松
文
庫
本
も
同
じ
。
寛
政
有

江
本
・
安
永
森
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

虎
明
本
は
人
形
や
子
犬
を
欲
し
が
る
こ
と
な
し
。
虎
寛
本
は
「（
シ
テ
）
夫
成
ら
ば
ほ
し
い

物
を
被
下
る
ゝ
か
。（
親
）
を
ゝ
、何
成
共
ほ
し
い
物
を
や
ら
う
が
、何
が
ほ
し
い
ぞ
。（
シ
テ
）

弁
慶
の
人
形
が
ほ
し
う
御
ざ
る
。（
親
）
其
年
に
成
て
も
ま
だ
む
さ
と
し
た
事
を
お
し
や
る
。

去
な
が
ら
、
ほ
し
く
は
や
ら
う
が
、
も
う
な
い
か
。（
シ
テ
）
ま
た
ゑ
の
こ
ろ
を
も
か
ふ
て
被
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下
い
。（
親
）
中
〳
〵
、
ゑ
の
こ
ろ
も
飼
ふ
て
遣
う
程
に
、
早
う
行
し
め
」
と
あ
る
。
伊
藤

源
之
丞
本
は
、人
形
や
子
犬
を
欲
し
が
る
こ
と
な
し
。
虎
光
本
は
「
親
「
是
ハ
い
か
な
こ
と
。

其
よ
ふ
な
こ
と
を
言
て
能
物
か
。
何
成
共
ほ
し
い
物
を
か
ふ
て
お
ま
さ
う
程
ニ
是
非
共
行
か

し
め　
シ
テ
「
夫
な
れ
バ
ゑ
の
こ
ろ
を
か
ふ
て
被
下
ル
か　
親
「
い
か
に
も
か
ふ
て
や
ろ
ふ
。

も
ふ
無
か　
シ
テ
「
弁
慶
の
人
形
を
か
ふ
て
被
下
イ　
親
「
行
さ
へ
す
る
な
ら
バ
か
ふ
て
や

ろ
ふ
。
も
ふ
無
イ
か
」
と
あ
る
。
天
理
本
は
、
人
形
や
子
犬
を
欲
し
が
る
こ
と
な
し
。
和
泉

家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
そ
れ
に
同
じ
。

　
「
弁
慶
の
人
形
」
や
「
ゑ
の
こ
ろ
（
子
犬
）」
を
欲
し
が
る
こ
と
は
、
鷺
流
や
和
泉
流
諸
本

に
は
な
く
、
虎
寛
本
・
虎
光
本
な
ど
の
大
蔵
流
の
江
戸
後
期
台
本
に
見
え
る
。
春
日
本
の
こ

の
箇
所
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
虎
寛
本
に
近
い
。

【
聟
が
腰
に
畳
ん
だ
袴
を
付
け
て
行
く
】

　

い
よ
い
よ
聟
入
り
す
る
に
当
た
っ
て
、
父
親
は
息
子
の
腰
に
畳
ん
だ
長
袴
を
結
び
付
け
さ

せ
る
。

　
　

 

親
「
此
袴
を
腰
江
付
ケ
さ
し
ま
せ　
シ
「
心
得
ま
し
た　
「
何
と
よ
ひ
か　
「
一
段
と
よ

ふ
御
座
る

こ
の
後
舅
方
に
着
い
て
、
父
親
は
案
内
を
乞
う
間
に
、
聟
に
袴
を
着
る
よ
う
言
う
。
聟
は
独

り
で
は
着
ら
れ
ず
広
げ
て
見
て
い
る
の
で
、
父
親
が
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。

　

享
保
保
教
本
は
、
舅
方
に
着
い
て
か
ら
、「
シ
テ
袴
ハ
持
ツ
テ
キ
マ
セ
ヌ　
ア
ト
持
ツ
テ
コ

ヌ
ウ　

扨
モ
〳
〵
聟
入
ヲ
ス
ル
ニ
袴
ヲ
サ
ヘ
持
ツ
テ
コ
ヌ
ト
云
フ
事
カ
ア
ル
モ
ノ
カ　

身
共

カ
用
心
ニ
下
斗
持
ツ
テ
キ
タ　

是
ナ
リ
ト
モ
キ
テ
ユ
カ
フ
（
乍
云
袴
ヲ
ト
キ
テ
ミ
セ
前
ノ
方

ヲ
持
テ
イ
ル
時
飛
入
ウ
ト
ス
ル
）」
と
あ
り
、
同
本
装
束
付
に
「
ア
ト
親　

折
烏
帽
子　

熨

斗
目
着
流
シ　

腰
帯　

小
サ
刀　

扇　

長
袴
ウ
シ
ロ
ニ
引
敷
聟
之
通
ニ
付
ル
」
と
記
す
。
常

磐
松
文
庫
本
も
「
袴
ハ
持
つ
て
参
り
ま
せ
ぬ　
（
中
略
）
ど
こ
に
か
聟
入
を
す
る
に
袴
を
持

ぬ
と
い
ふ
事
が
有
物
か　

夫
成
ハ
取
つ
て
参
り
ま
せ
う
か　

取
つ
て
こ
ふ
と
云
て
間
ニ
あ
ふ

物
か　

此
様
な
事
も
有
う
と
思
ふ
て
身
が
持
て
来
た　

是
成
と
も
着
さ
し
ま
せ　

は
ア　
腰

ニ
付
た
る
長
の
下
を
シ
テ
へ
渡　
シ
テ
取
テ
飛
込
そ
ふ
ニ
ス
ル
」
と
、
同
様
の
や
り
と
り
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
聟
が
袴
を
持
っ
て
来
る
の
を
忘
れ
た
の
で
、
し
か
た
な

く
父
親
が
用
心
の
た
め
自
分
の
腰
に
結
び
付
け
て
い
た
袴
を
貸
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
演
出

は
、
長
州
藩
鷺
流
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
狂
言
名
寄
・
内
外
間
名
寄（

５
）』
に
も
、「
シ
テ
装

束　

士
烏
帽
子
着
流
シ　

扇　

腰
帯　

兄
同
し　

腰
ニ
長
上
下
ノ
下
斗
リ
付
出
ル
」
と
見
え
、

親
子
で
は
な
く
兄
弟
と
い
う
設
定
で
あ
る
も
の
の（

６
）、
兄
が
腰
に
長
袴
を
付
け
て
出
る
こ
と
を

明
記
す
る
。
つ
ま
り
、
鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
父
親
（
兄
）
は
、
着
流
し
姿
に
最
初
か
ら
畳

ん
だ
長
袴
を
腰
に
付
け
て
出
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
袴
を
忘
れ
て
来
た
息
子
（
弟
）
に
着
せ
る

の
で
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
を
除
き
、
安
永
森
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴

本
は
兄
と
弟
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
く
だ
り
は
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
、
賢
茂

五
番
綴
本
に
「
シ
テ
申
私
ハ
袴
を
持
て
参
り
ま
せ
ぬ　
兄
最
前
用
意
さ
し
ま
せ
と
云
た
ハ
其

事
で
お
り
や
る
。
シ
テ
聟
入
に
袴
を
着
事
で
御
座
る
か　
兄
む
こ
入
に
袴
を
着
イ
で
い
つ
着

者
じ
や
。（
中
略
）
俄
に
何
共
せ
ふ
様
が
な
い
。
此
袴
を
着
て
わ
こ
り
よ
独
り
成
共
出
て
祝

儀
を
調
へ
て
お
り
や
れ
（
中
略
）
ト
云
テ
ア
ト
袴
ト
リ
シ
テ
ヘ
キ
ス
ル　

尤
兄
手
伝
キ
セ
ル
」
と
い

う
や
り
と
り
が
あ
り
、
波
線
部
の
注
記
を
参
照
す
る
と
、
伝
右
衛
門
派
の
よ
う
に
腰
に
付
け

た
予
備
の
袴
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
兄
が
は
い
て
い
た
袴
を
脱
い
で
弟
に
貸
す
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
さ
り
な
が
ら
、
は
じ
め
じ
や
程
に
、
か
み
し
も
を
は
き
せ
た
ら
は

よ
か
ら
ふ
が
、
下
は
あ
れ
ど
も
上
が
な
ひ
、
い
ま
か
ら
か
り
に
や
つ
て
も
お
そ
か
ら
ふ
ず
、

そ
れ
も
大
事
な
ひ
、
し
も
斗
き
せ
て
や
ら
ふ　
「
し
も
を
と
り
い
だ
し
、
は
う
ち
や
う
む
こ
の
こ
と

く
に
、
む
こ
の
こ
し
付
さ
す
る
」、
虎
寛
本
「（
親
）
此
袴
を
腰
へ
着
て
行
し
め
。（
シ
テ
）
心
得
ま

し
た
。（
親
）
何
と
能
い
か
。（
シ
テ
）
一
段
と
能
う
御
ざ
る
。」、伊
藤
源
之
丞
本
「
去
な
が
ら
、

袴
は
着
せ
度
物
じ
や
が
、
下
ハ
有
が
上
が
な
い
。
夫
も
苦
敷
な
ひ
。
是
を
こ
ふ
し
て
門
外
で

着
せ
う
」、虎
光
本
「
親
「
…
門
前
迄
い
て
お
ま
そ
う
程
ニ
ま
つ
袴
を
用
意
さ
し
め　
シ
テ
「
心

得
ま
し
た
。
用
意
致
て
御
座
ル　
親
「
何
と
能
か　
シ
テ
「
一
段
と
よ
ふ
御
座
ル
」
な
と
ど

あ
る
よ
う
に
、
舅
方
へ
行
く
前
に
、
父
親
が
聟
の
腰
に
畳
ん
だ
袴
を
結
び
付
け
て
や
り
、
舅

の
許
で
父
親
が
手
伝
っ
て
着
せ
る
。
父
親
は
最
初
か
ら
袴
を
着
け
て
お
ら
ず
、
着
流
し
の
出

立
で
あ
る
。

　

和
泉
流
宗
家
系
は
、
天
理
本
「
は
か
ま
の
な
き
よ
し
を
云　
「
俄
に
な
に
と
も
な
る
ま
ひ

ほ
ど
に
、
し
う
と
の
近
所
ま
で
い
て
、
そ
れ
が
し
が
は
か
ま
を
き
せ
う
」
と
云
て
、
同
心
し

て
行
、爰
に
て
は
か
ま
を
き
す
る
」、和
泉
家
古
本
「
シ
テ
「
…
袴
ノ
ナ
キ
由
ヲ
云　
ヲ
ヤ
「
俄

に
何
共
な
る
ま
ひ
程
に
・
し
う
と
の
近
所
ま
て
い
て
・
扨
そ
れ
か
し
か
袴
を
き
せ
う
ト
云
テ
・

同
心
シ
テ
行
」、
古
典
文
庫
本
「
オ
「
さ
ら
は
頓
て
行
う　

其
袴
を
き
さ
し
め　
シ
テ
「
い
や

袴
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ　
オ「
何
と
お
し
あ
つ
た　
シ
テ「
袴
は
用
意
致
し
ま
せ
な
ん
だ　
オ「
何

ぢ
や
袴
は
用
意
せ
な
ん
だ　
シ
テ
「
さ
様
で
ご
ざ
る　
オ
「
是
は
い
か
な
事　

そ
な
た
も
思

ふ
て
も
お
み
あ
れ　

聟
入
を
す
る
者
が
袴
が
な
う
て
何
と
な
る
者
ぢ
や
（
中
略
）
是
非
に
及



― 5 ―

山口県立大学学術情報　第６号　〔国際文化学部紀要　通巻第19号〕　2013年３月

ば
ぬ　

舅
の
近
所
迄
い
て
某
の
袴
成
と
も
ぬ
い
で
か
さ
う
ぞ
」
と
あ
り
、聟
が
「
袴
が
な
い
」

と
言
う
の
で
、
舅
方
の
近
く
で
父
親
が
自
分
の
袴
を
脱
い
で
着
せ
る
。
和
泉
流
三
宅
派
は
、

新
編
狂
言
正
本
に
よ
る
と
、
シ
テ
（
聟
）
の
出
立
に
つ
い
て
「
末
広
ヲ
持
チ
長
袴
ヲ
腰
ニ
ツ

ケ
出
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聟
が
最
初
か
ら
畳
ん
だ
袴
を
腰
に
付
け
て
出
、
舅
の
許
で
父
親
が

着
せ
て
や
る
。
父
親
は
宗
家
系
と
は
異
な
り
、
着
流
し
姿
で
あ
る
。
な
お
、
狂
言
記
（「
相

合
袴
」）
は
、
仲
人
と
聟
が
一
つ
の
袴
を
二
人
で
は
く
と
い
う
趣
向
で
あ
り
、
諸
流
と
は
演

出
が
全
く
異
な
る
た
め
、
右
の
よ
う
な
く
だ
り
は
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
父
親
が
息
子
の
腰
に
畳
ん
だ
長
袴
を
結
び
付
け
さ
せ
、
舅
方
に
着
い
て
か

ら
そ
れ
を
着
せ
て
や
る
と
い
う
春
日
本
の
演
出
は
、
鷺
流
両
派
や
和
泉
流
と
は
相
違
し
、
大

蔵
流
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
聟
の
舞
】

　

舅
か
ら
舞
を
所
望
さ
れ
た
聟
は
、
二
度
舞
う
。

　

①
小
舞
居
マ
イ
ニ
ス
ル　

　

②
「
祝
ふ
心
ハ
万
歳
楽　

三
段
ヲ
二
段
に
か
か
る
」

最
初
は
、「
居
マ
イ
」
と
あ
る
の
で
、
立
た
ず
に
舞
う
の
で
あ
ろ
う
。
二
度
目
は
、「
祝
ふ
心

ハ
万
歳
楽
」
と
謡
っ
て
か
ら
、
三
段
ノ
舞
を
聟
・
舅
・
父
親
三
人
が
相
舞
す
る
。

　

享
保
保
教
本
（「
引
敷
聟
」
の
通
り
と
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
）「
①
目
出
タ
カ
リ
ケ

ル
時
ト
カ
ヤ　

②
悦
ニ
又
悦
ヲ
重カ

サ
子

ツ
　ヽ

③
祝イ
ハ

フ
心
ハ
万マ
ン
サ
イ
ラ
ク

歳
楽
（
相
舞
）」、
常
磐
松
文
庫
本

「
①
目
出
度
か
り
け
る
時
と
か
や
（
す
わ
っ
た
ま
ま
舞
う
）　

②
悦
ひ
に
又
悦
ひ
を
重
ね
つ
ゝ

（
舅
に
よ
そ
見
さ
せ
回
る
）　

③
祝
ふ
心
は
万
歳
楽
（
三
人
相
舞
）」
と
、い
ず
れ
も
舞
は
三
度
。

相
舞
の
謡
は
「
祝
ふ
心
は
万
歳
楽
」
で
あ
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
「
①
（
立
っ
て
左
右
に
廻
ら
ず
に
舞
う
）
②
（
廻
ら
ず
に
舞
う
）
③
三
人

相
舞
に
い
た
さ
う
」
と
あ
り
、
ワ
カ
の
謡
は
記
さ
な
い
。
安
政
賢
通
本
は
「
①
目
出
た
か
り

け
る
時
と
か
や　

②
祝
ふ
心
は
万
歳
楽　

③
「
喜
び
に
「
又
喜
び
を
「
重
ね
つ
つ
（
三
人
相

舞
）」（
安
永
森
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
あ
り
、
伝
右
衛
門
派
と
同
様
に
相
舞
を
含

め
て
三
度
舞
う
。
た
だ
し
、
相
舞
の
時
の
謡
は
「
喜
び
に
又
喜
び
を
重
ね
つ
つ
」
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
①
ひ
つ
し
き
む
こ
の
こ
と
く
、
ゐ
な
か
ら
ま
ふ
（
め
で
た
か
り
け

る
時
と
か
や
）
②
ひ
つ
し
き
む
こ
の
こ
と
く
、
…
わ
き
め
ふ
る
内
、
さ
う
へ
ま
は
る
（
い
は

ふ
心
は
、
万
歳
楽
）
③
三
人
相
舞
（
よ
ろ
こ
び
に
、
又
よ
ろ
こ
び
を
か
さ
ね
つ
ゝ
）」、
虎
寛

本
「
①
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
（
下
に
居
て
舞
ふ
）
②
祝
ふ
心
は
万
歳
楽
（
立
て
舞
ふ
）

③
よ
ろ
こ
び
に
又
悦
び
を
か
さ
ね
つ
ゝ
（
三
人
相
舞
）」、

伊
藤
源
之
丞
本
「
①
目
出
た
か
り
け
る
時
と
か
や
（
ス
ハ
リ
ま
ふ
な
り
）
②
祝
ふ
心
は
万
歳

楽
（
脇
目
ヲ
遣
ふ
）
③
祝
に
（
又
）
祝
び
を
か
さ
ね
ツ
ヽ
、祝
ふ
心
は
万
歳
楽
（
三
人
相
舞
）」、

虎
光
本
「
①
目
出
た
か
り
け
る
時
と
か
や
②
祝
ふ
心
は
万
歳
楽
③
よ
ろ
こ
び
に　

又
よ
ろ
こ

び
を
重
つ
ゝ
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
舞
は
三
度
、
相
舞
の
謡
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
と
同
じ
く
、

基
本
的
に
「
喜
び
に
又
喜
び
を
重
ね
つ
つ
」
で
あ
る
。

　

和
泉
流
宗
家
系
は
、
天
理
本
「
①
め
で
た
か
り
け
る
（
そ
つ
と
舞
ふ
）
②
め
で
た
か
り
け

る
（
三
人
相
舞
）」、
和
泉
家
古
本
「
①
（
少
舞
）
②
又
目
出
度
か
り
け
る
ヲ
ウ
タ
フ
テ
相
舞

也
（
三
人
相
舞
）」、
古
典
文
庫
本
「
①
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
（
短
く
）
②
悦
び
に
又

悦
び
を
重
ね
け
り
（
三
人
相
舞
）」
と
あ
り
、舞
が
二
度
し
か
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、「
祝

ふ
心
は
万
歳
楽
」
の
謡
は
見
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
同
流
三
宅
派
は
、
狂
言
集
成
本
「
①

釣
す
る
所
（
短
く
）
②
あ
は
れ
一
枝
（
す
ば
や
く
小
回
り
）
③
七
つ
子
（
三
人
相
舞
）」
と

あ
り
、
小
舞
を
舞
う
演
出
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
新
編
狂
言
正
本
に
「
①
目
で
た
か
り
け
る

時
と
か
や
（
短
く
舞
う
）
②
悦
び
に
ま
た
よ
ろ
こ
び
を
重
ね
け
り
（
舅
に
脇
見
さ
せ
て
回
る
）

③
祝
ふ
心
は
「
万
歳
楽
（
三
人
相
舞
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
段
ノ
舞
に
す
る
の
が
正
式
の

演
出
で
あ
ろ
う
（
小
舞
に
す
る
場
合
も
記
す
）。
三
宅
派
は
こ
の
よ
う
に
、
舞
は
三
度
行
わ

れ
（
大
蔵
流
・
鷺
流
と
同
じ
）、
三
人
相
舞
の
謡
が
「
祝
ふ
心
は
万
歳
楽
」
と
な
る
。

　

春
日
本
の
舞
を
二
度
し
か
舞
わ
な
い
演
出
は
、
鷺
流
や
大
蔵
流
と
は
相
違
し
、
む
し
ろ
和

泉
流
宗
家
系
に
近
い
が
、
最
後
の
相
舞
の
際
に
「
祝
ふ
心
は
万
歳
楽
」
と
謡
う
こ
と
は
、
鷺

伝
右
衛
門
派
（
和
泉
流
三
宅
派
も
）
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
小
舞
と
三
段
ノ
舞
を
組
み
合

わ
せ
た
点
は
、
や
や
変
則
的
（
折
衷
的
）
な
演
出
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
本
曲
は
、
全
体
的
に
大
蔵
流
に
か
な
り
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
舞
の
演
出
に
関
し
て
は
、
和
泉
流
宗
家
系
及
び
鷺
伝
右
衛
門
派
と
一
致
す
る
。
大

蔵
流
と
類
似
し
な
が
ら
、細
部
に
お
い
て
鷺
伝
右
衛
門
派
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
は
、先
の
「
首

引
」
と
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
特
異
な
台
本
と
い
え
よ
う
。

３
、「
清
水
」

【
名
水
】

　

太
郎
冠
者
は
、
ど
こ
の
水
が
茶
の
湯
に
良
い
か
と
い
う
主
人
の
問
い
に
答
え
て
、
名
水
を

列
挙
す
る
。

　
　

 

先
ツ
私
の
承
り
ま
し
た
ハ
高
の
水
柳
の
水
さ
め
が
ひ
な
そ
と
ハ
申
せ
共
中
ニ
も
野
中
の

清
水
が
一
チ
よ
ひ
と
申
シ
ま
す
る
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鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
享
保
保
教
本
「
某
ノ
承
及
マ
シ
タ
水
ハ
先
カ
ウ
ノ
水
や
ナ
ギ
ノ
水
（
三

条
西
洞
院
）
醒
井
ノ
水
（
近
江
ノ
国
）
ト
ハ
申
セ
共
野
中
ノ
清
水
ニ
増マ

シ

タ
ハ
ナ
イ
ト
申
マ
ス

ル
」、
宝
暦
名
女
川
本
「
某
の
承
り
ま
し
た
水
は
、
こ
う
の
水
、
柳
の
水
、
さ
め
が
ひ
の
水

と
は
申
せ
共
、
中
に
も
野
中
の
清
水
が
よ
ひ
と
申
ま
す
る
」（
常
磐
松
文
庫
本
も
同
じ
）
と

あ
り
、「
こ
う
の
水
」（
所
在
不
明
）
を
筆
頭
に
挙
げ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
寛
政
有
江
本
「
先
こ
ふ
の
水
柳
の
水
さ
め
か
井
の
水
或
ハ
相
坂
の
関

の
清
水
な
と
ゝ
ハ
申
せ
と
も
中
に
も
野
中
の
清
水
か
逸イ

チ

能
と
承
て
御
座
ル
」、
安
政
賢
通
本

「
ま
づ
私
の
承
り
ま
し
た
は
、
柳
の
水
・
逢
坂
或
は
醒
が
井
な
ど
と
は
申
せ
ど
も
、
中
に
も

野
中
の
清
水
が
一
よ
い
と
承
つ
て
ご
ざ
る
」（
安
永
森
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寛
政
有
江
本
の
み
が
「
こ
ふ
の
水
」
を
挙
げ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
波
線

部
の
よ
う
に
必
ず
「
逢
坂
（
の
関
の
清
水
）」
を
挙
げ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
寛
本
「
柳
の
水
・
醒
が
井
の
水
・
野
中
の
清
水
」、
伊
藤
源
之
丞
本
「
柳

の
水
・
さ
め
が
ひ
・
野
中
の
清
水
」
と
並
べ
、
和
泉
流
で
は
、
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
古

典
文
庫
本
は
名
水
を
並
べ
る
こ
と
な
く
、
主
人
は
最
初
か
ら
野
中
の
清
水
を
太
郎
冠
者
に
汲

み
に
や
る
。
狂
言
集
成
本
も
同
様
で
、
主
人
は
野
中
の
清
水
が
よ
い
と
言
う
。
狂
言
記
外
五

十
番
も
名
水
を
並
べ
る
こ
と
な
し
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
こ
の
箇
所
は
鷺
伝
右
衛
門
派
と
一
致
す
る
。

【
鬼
に
な
っ
た
太
郎
冠
者
の
要
求
】

　

鬼
に
化
け
た
太
郎
冠
者
が
主
人
に
対
し
て
、
自
分
に
都
合
の
良
い
要
求
を
す
る
が
、
春
日

本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

① 

汝
か
め
し
仕
ウ
太
郎
冠
者
ハ
一
ツ
ハ
呑
む
者
の
事
な
れ
ハ
夏
な
れ
ハ
さ
ま
し
す
ま
い
て

の
ま
し
よ
ウ
ず
又
冬
な
れ
ハ
か
ん
の
し
て
の
ま
し
よ
う
と
ハ
せ
い
で
き
め
ま
わ
つ
て
仕

ウ
事
ば
か
り
か
の
ふ
か　

此
後
の
ま
す
る
か
の
ま
せ
ぬ
か
今
ぬ
か
せ　

の
ま
せ
ぬ
に
お

い
て
ハ
ど
う
ぼ
ね
を
く
い
折
ッ
テ
く
る
ゝ
そ
ウ

　

② 

ア
ノ
せ
い
た
き
（
マ
マ
）の

び
た
る
者
に
い
ま
だ
定
る
妻
も
持
た
せ
ぬ
と
聞
た　

是
も
持
た
す
る

か
持
た
せ
ぬ
か
今
ぬ
か
せ　

持
た
せ
ぬ
に
お
ゐ
て
ハ
手
も
足
も
か
み
折
ツ
テ
く
り
ウ
ぞ

享
保
保
教
本
は
「
①
酒
を
飲
ま
せ
よ　

②
刀
を
差
さ
せ
よ　

③
去
年
の
切
符
の
残
り
を
や

れ
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
①
酒
を
飲
ま
せ
よ　

②
刀
を
差
さ
せ
よ
」（
常
磐
松
文
庫
本
も
同

じ
）と
あ
る
。
寛
政
有
江
本
は「
①
蚊
帳
を
つ
ら
せ
よ　

②
酒
を
飲
ま
せ
よ
」、安
永
森
本「
①

酒
を
飲
ま
せ
よ　

②
蚊
帳
を
つ
ら
せ
よ
」（
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
あ
る
。

　

他
流
は
、虎
明
本
「
①
切
米　

②
妻　

③
蚊
帳　

④
酒
」、虎
寛
本
「
①
蚊
帳　

②
酒
」（
虎

光
本
・
山
本
東
本
も
同
じ
）、
伊
藤
源
之
丞
本
「
①
蚊
帳　

②
酒　

③
妻
（
女
房
）」
と
あ
る
。

天
理
本
「
①
酒　

②
着
る
物　

③
足
袋　

④
火
に
当
た
ら
せ
よ
」、
和
泉
家
古
本
「
①
酒　

②
着
る
物　

③
足
袋　

④
火　

⑤
蚊
帳　

⑥
女
を
呼
ん
で
と
ら
せ
よ
」、
古
典
文
庫
本
「
①

酒　

②
蚊
帳
」（
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）、
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
①
酒　

②
妻
（
女
房
）」

と
あ
る
。

　

春
日
本
は
、「
①
酒
を
飲
ま
せ
よ　

②
妻
を
持
た
せ
よ
」
と
い
う
要
求
で
あ
り
、
こ
の
組

み
合
わ
せ
は
、
鷺
流
・
大
蔵
流
・
和
泉
流
に
な
く
、
狂
言
記
外
五
十
番
と
同
じ
で
あ
る
。
妻

の
こ
と
は
、
大
蔵
流
の
虎
明
本
・
伊
藤
源
之
丞
本
に
見
え
る
が
、
江
戸
後
期
に
は
見
え
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
特
に
古
台
本
に
お
い
て
多
く
の
要
求
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

も
と
も
と
は
「
柿
山
伏
」
の
物
真
似
な
ど
の
よ
う
に
、
増
減
・
伸
縮
が
可
能
な
流
動
性
の
強

い
部
分
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（

７
）。

春
日
本
「
清
水
」
は
、
基
本
的
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系

統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
同
派
と
は
や
や
異
な
る
か
た
ち

で
詞
章
の
定
着
を
み
た
の
で
あ
る
。

４
、「
皹
り
」

【
あ
か
が
り
に
つ
い
て
の
狂
歌
】

　

①
皹
ハ
春
ハ
こ
し
ゞ
に
か
へ
れ
か
し
冬
ハ
あ
し
ば
の
本
に
あ
そ
ほ
と

　

②
あ
か
ゞ
り
ハ
弥
生
の
末
の
郭
公
卯
月
ま
わ
り
て
音
を
の
み
ぞ
な
く

　

③
皹
ハ
恋
の
心
に
あ
ら
ね
と
も
ひ
ゞ
に
ま
さ
り
て
あ
い
た
か
り
け
り
（
川
中
で
詠
む
）

享
保
保
教
本
の
順
序
は
①
②
③
で
、
春
日
本
と
一
致
す
る
が
、
①
の
下
句
は
「
冬フ

ユ

コ
ソ
足
ノ

元モ
ト

ニ
住ス
ム

ト
モ
」。
②
は
、第
二
句
「
皐サ
ツ
キ月

初
メ
ノ
」
及
び
第
四
句
「
卯
月
ワ
タ
リ
テ
」
と
あ
る
。

③
も
第
五
句
「
悲カ

ナ

シ
カ
リ
ケ
リ
」
と
す
る
。
③
は
川
中
で
詠
ま
れ
る
。
宝
暦
名
女
川
本
の
順

序
も
①
②
③
で
、
春
日
本
と
一
致
。
①
の
下
句
は
「
冬
こ
そ
足
の
も
と
に
す
む
と
も
」。
②

の
第
二
句
「
弥
生
の
く
れ
」・
第
四
句
「
卯
月
わ
た
り
て
」
と
あ
る
。
③
の
第
五
句
は
「
か

な
し
か
り
け
る

（
マ
マ
）」

と
す
る
。
③
は
川
中
で
詠
ま
れ
る
。
常
磐
松
文
庫
本
の
順
序
も
同
じ
く
①

②
③
。
①
の
第
一
句
「
皹
も
」
と
あ
り
、
小
異
。
下
句
は
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
と

一
致
。
②
の
第
二
句
「
弥
生
の
暮
」、
第
四
句
「
卯
月
渡
り
て
」
は
宝
暦
名
女
川
本
に
同
じ
。

③
の
第
五
句
は
「
か
な
し
か
り
け
り
」。
こ
れ
を
川
中
で
詠
む
こ
と
も
同
じ
。

　

延
宝
忠
政
本
の
順
序
は
①
②
③
。
①
の
下
句
は
「
冬
こ
そ
足
の
も
と
に
す
む
と
も
」。
②

は
第
二
句
「
弥
生
の
末
」、
第
四
句
「
う
つ
き
ま
わ
り
て
」
と
あ
り
、
春
日
本
と
同
じ
。
③

の
第
五
句
は
「
か
な
し
か
り
け
り
」。
③
の
み
川
中
で
詠
ま
れ
る
。
寛
政
有
江
本
の
順
序
は
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①
②
③
。
以
下
①
②
③
と
も
に
延
宝
忠
政
本
と
同
じ
。
③
の
み
川
中
で
詠
む
こ
と
も
同
じ
。

安
永
森
本
の
順
序
は
①
②
③
。②
は
延
宝
忠
政
本
に
同
じ
。③
の
第
五
句（「
悲
し
か
り
け
る
」）

は
宝
暦
名
女
川
本
と
一
致
。
た
だ
し
、
②
③
を
川
中
で
詠
む
と
こ
ろ
は
相
違
す
る
。
杭
全
本

の
順
序
は
、
他
の
鷺
流
諸
本
と
異
な
り
、
②
①
③
と
な
る
。
し
か
し
②
①
③
の
表
現
は
延
宝

忠
政
本
に
同
じ
。
安
永
森
本
と
同
じ
く
、
②
③
を
川
中
で
詠
む
。
賢
茂
五
番
綴
本
の
順
序
は

②
③
①
で
、
他
の
鷺
流
諸
本
と
一
致
し
な
い
。
①
③
は
延
宝
忠
政
本
に
同
じ
。
②
の
第
二
句

「
弥
生
の
暮
」
は
伝
右
衛
門
派
に
一
致
。
②
③
を
川
中
で
詠
む
。

　

虎
明
本
の
順
序
は
①
②
③
。
①
の
下
句
は
「
冬
こ
そ
あ
し
の
も
と
に
す
む
と
も
」。
②
の

第
二
句
「
や
よ
ひ
の
す
ゑ
」、
第
四
句
「
う
づ
き
ま
は
り
て
」
は
、
賢
茂
五
番
綴
本
を
除
く

鷺
仁
右
衛
門
派
と
一
致
。
③
も
第
五
句
を
「
か
な
し
か
り
け
り
」
と
す
る
。
③
の
み
川
中
で

詠
む
。
虎
寛
本
・
山
本
東
本
も
、
順
序
、
表
現
と
も
に
虎
明
本
に
同
じ
。
③
を
川
中
で
詠
む

こ
と
も
同
じ
。
①
③
は
異
な
る
。
②
は
一
致
。
伊
藤
源
之
丞
本
の
順
序
は
③
②
①
で
、独
自
。

②
は
第
四
句
「
う
づ
き
わ
た
り
て
」
と
あ
り
、
鷺
伝
右
衛
門
派
と
一
致
す
る
が
、
第
二
句
は

「
弥
生
の
末
」
と
あ
り
、
異
な
る
。
③
の
み
川
中
で
詠
む
。
虎
光
本
の
順
序
は
②
③
①
で
、

鷺
仁
右
衛
門
派
の
賢
茂
五
番
綴
本
と
一
致
。
①
②
③
は
虎
明
本
・
虎
寛
本
・
山
本
東
本
に
一

致
（
山
岸
清
斎
書
写
本
は
第
五
句
「
か
な
し
か
り
け
る
」）。
③
の
み
川
中
で
詠
む
。

　

天
理
本
の
順
序
は
①
②
③
。
①
の
第
二
句
「
春
に
も
な
ら
ば
」、
第
五
句
「
つ
れ
な
く
足

の
ね
に
や
す
む
ら
ん
」
は
独
自
の
部
分
。
②
③
は
大
蔵
流
諸
本
と
同
じ
。
②
③
を
川
中
で
詠

む
。
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
は
、
①
②
③
の
順
序
で
天
理
本
に
同
じ
。
③
の
み
川
中
で

詠
む
。
狂
言
集
成
本
は
②
①
③
の
順
序
（
杭
全
本
に
同
じ
）。
③
の
第
五
句
は
「
悲
し
か
り

け
れ
」。
③
の
み
川
中
で
詠
む
。
狂
言
記
の
順
序
は
①
②
③
。
①
は
鷺
流
・
大
蔵
流
・
和
泉

流
と
同
じ
。
②
の
第
四
句
「
う
づ
き
渡
り
て
」
は
鷺
伝
右
衛
門
派
（
及
び
伊
藤
源
之
丞
本
も
）

と
同
じ
。
③
は
、
第
三
句
「
さ
も
似
た
れ
」、
第
五
句
「
思
わ
れ
ぞ
す
る
」
と
あ
り
、
独
自

の
部
分
。
③
の
み
川
中
で
詠
む
。

　

春
日
本
の
狂
歌
の
う
ち
、
①
の
下
句
「
冬
ハ
あ
し
ば
の
本
に
あ
そ
ほ
と
」
と
③
の
第
五
句

「
あ
い
た
か
り
け
り
」
は
、
鷺
流
両
派
を
は
じ
め
、
他
流
他
派
の
ど
れ
と
も
一
致
し
な
い
独

自
の
表
現
を
も
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、「
弥
生
の
末
」「
卯
月
ま
わ
り
て
」

が
鷺
伝
右
衛
門
派
と
は
相
違
し
、
鷺
仁
右
衛
門
派
（
賢
茂
五
番
綴
本
を
除
く
）・
大
蔵
流
・

和
泉
流
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
①
②
③
の
順
序
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
、
杭
全
本
・
賢
茂
五
番

綴
本
を
除
く
鷺
仁
右
衛
門
派
、
虎
光
本
を
除
く
大
蔵
流
、
狂
言
集
成
本
を
除
く
和
泉
流
、
及

び
狂
言
記
に
一
致
す
る
。
③
の
み
川
中
で
詠
む
こ
と
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
、
延
宝
忠
政
本
・

寛
政
有
江
本
、
大
蔵
流
、
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
、
及
び
狂
言
記
と
一

致
す
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
狂
歌
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
室
町
物
語
『
神
代
小
町
』『
白
身
房
』、

『
か
さ
ぬ
草
紙
』（
神
宮
文
庫
蔵
）、
そ
の
他
近
世
初
期
の
狂
歌
集（

８
）に

（
多
く
猿
丸
大
夫
の
歌

と
す
る
）、
③
に
つ
い
て
は
、『
白
身
房
』
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
狂
言
と
は
小
異
が
あ
る
。

【
天
神
に
誓
う
】

　

春
日
本
で
は
、
主
人
が
太
郎
冠
者
を
背
負
う
前
に
天
神
に
誓
う
場
面
が
あ
る
。
現
在
の
山

口
鷺
流
で
は
、
舞
台
中
央
で
開
い
た
扇
を
前
に
置
き
、
両
手
を
突
い
て
正
面
へ
向
か
っ
て
頭

を
下
げ
る
。
す
な
わ
ち
、「
鬼
瓦
」「
因
幡
堂
」
な
ど
に
も
あ
る
参
拝
の
型
を
見
せ
る
の
で
あ

る
。

　
　

 「
是
ハ
一
段
と
よ
い　

ち
と
そ
れ
に
ま
て　
　
「
心
得
ま
し
た　
口
伝　
　
「
い
か
な
天

神
も
上

（
マ
マ
）覧

あ
れ　

私
か
の
者
を
お
ひ
こ
し
ま
す
る　

サ
ア
〳
〵
お
わ
れ
い

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
は
こ
の
く
だ
り
な
し
。
常
磐
松
文
庫
本
は
、
冠
者
が
負
わ
れ

る
時
に
「
イ
ヤ
申
此
方
に
ハ
私
を
負
た
と
思
召
な　

天
神
か
玉
津
島
を
負
せ
ら
れ
た
と
思
召

せ
」
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
が
、
天
神
を
拝
す
る
こ
と
は
な
い
。
寛
政
有
江
本
・
安
永
森
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
も
こ
の
場
面
な
し
。

　

虎
明
本
は
「
い
や
〳
〵
天
神
も
御
せ
う
ら
ん
あ
れ
、
て
い
か
（
定
家
）
も
な
る
ま
い
ぞ
お

は
れ
ひ
」
と
い
う
主
人
の
せ
り
ふ
は
あ
る
が
、
拝
す
る
こ
と
な
し
。
そ
れ
に
続
く
虎
寛
本
・

山
本
東
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
と
い
っ
た
大
蔵
流
諸
本
も
拝
す
る
場
面
は
な
い
。
天

理
本
・
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
と
い
っ
た
和
泉
流
諸
本
も
同
じ
。
狂
言

記
も
同
様
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
こ
の
く
だ
り
は
、
管
見
の
範
囲
の
他
流
・
他
派
の
台
本
に
見
当

た
ら
ず
、
春
日
本
独
自
の
場
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

春
日
本
の
本
曲
は
、
冒
頭
、
主
人
が
遊
山
に
行
く
と
言
う
と
こ
ろ
な
ど
、
鷺
伝
右
衛
門
派

の
か
た
ち
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
部
分
も
あ
る
（
鷺
仁
右
衛
門
派
は
、「
振
舞
」〈
延
宝
忠

政
本
〉、「
遊
山
」〈
安
永
森
本
・
杭
全
本
・
寛
政
有
江
本
〉、「
夜
咄
」〈
賢
茂
五
番
綴
本
〉、

大
蔵
流
・
和
泉
流
は
お
お
む
ね
「
茶
の
湯
」〈
狂
言
集
成
本
は
「
振
舞
」〉、
狂
言
記
も
「
茶

の
湯
」
に
行
く
と
す
る
）。
ま
た
、
狂
歌
の
順
序
や
、
③
の
み
川
中
で
詠
む
こ
と
も
、
伝
右

衛
門
派
と
の
齟
齬
は
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
狂
歌
の
表
現
（
①
③
）
や
天
神
に
誓
う
場
面

な
ど
、
鷺
流
両
派
は
も
と
よ
り
他
流
に
も
な
い
独
自
の
部
分
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
、
注
目

す
べ
き
台
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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５
、「
栗
焼
」

【
四
十
の
栗
の
調
理
方
法
】

　

主
人
は
、
四
十
の
栗
を
太
郎
冠
者
に
示
し
、
七
八
十
人
の
客
に
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
か

を
考
え
さ
せ
る
。
春
日
本
の
太
郎
冠
者
の
答
え
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
栗
の

調
理
を
次
郎
冠
者
に
申
し
付
け
よ
う
と
す
る
。

　

○ 

先
ッ
其
栗
を
ゆ
で
ま
し
て
扨
而
上
の
し
ぶ
皮
を
さ
り
て
大
や
げ
ん
か
な
ぞ
に
掛
ヶ
ま
し

て
か
ら
り
こ
ろ
り
と
粉
に
致
い
て
湯
に
立
て
ゝ
御
出
シ
被
成
り
ふ
な
ら
バ
七
八
十
ハ
扨

而
置
キ
百
人
か
二
百
人
も
ま
か
な
わ
れ
ま
せ
ウ

　

○ 

先
ツ
其
栗
を
焼
キ
栗
致
い
て
扨
杉
重
か
な
そ
江
つ
め
こ
み
て
御
出
シ
被
成
た
な
ら
ア
ヽ

見
事
な
栗
し
や
ノ
ト
有
ツ
テ
御
ほ
め
被
成
る
ゝ
で
ハ
御
座
ろ
ふ
が
そ
れ
〳
〵
御
手
を
出

さ
る
ゝ
御
方
ハ
す
け
の
う
て
何
に
か
御
間
が
相
い
ま
し
よ
ウ

　

○
イ
ヤ
是
お
バ
治
郎
冠
者
に
申
付
ケ
ま
し
よ
ウ　

ヤ
イ
〳
〵
治
郎
冠
者
〳
〵

享
保
保
教
本
は
「
○
大
薬ヤ

ゲ
ン研
デ
グ
ハ
ラ
リ
〳
〵
ト
研ヲ
ロ
イ

テ
チ
イ
ソ
ウ
丸グ
ハ
ン

ジ
テ
御
座
ラ
ウ
ナ
ラ
ハ

御
客
ハ
八
千
人
ノ
事
ハ
ヲ
カ
セ
ラ
レ
イ
二
百
人
テ
モ
三
百
人
テ
モ
自
由
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ　

○

ソ
レ
ナ
ラ
バ
焼
栗
ニ
致
テ
ザ
ツ
ト
洗ア

ラ
イ

マ
シ
テ
暉キ
レ
イ麗

ナ
杉
重
カ
抔
ヘ
入
テ
ダ
イ
テ
御
座
ラ
ウ
ナ

ラ
ハ
マ
イ
ツ
タ
衆
モ
マ
イ
ラ
ヌ
衆
モ
ア
ヽ
是
ハ
見
事
ナ
ト
仰
ラ
レ
テ
ザ
ツ
ト
済ス

ム

事
テ
御
座
リ

マ
ス
ル　

○
二
郎
冠
者
ニ
申
付
マ
セ
ウ　

ヤ
イ
二
郎
冠
者
〳
〵
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
○

先
是
を
ゆ
に
を
致
ま
し
て
、
扨
大
や
け
ん
で
く
わ
ら
り
〳
〵
と
お
ろ
し
ま
し
て
、
お
出
し
被

成
ま
し
た
ら
ば
、
七
八
十
人
の
事
は
お
か
せ
ら
れ
い
、
三
百
人
に
も
だ
さ
れ
ま
せ
う　

○
先

是
を
と
つ
く
り
と
焼
栗
に
致
し
ま
し
て
、
扨
皮
を
む
い
て
杉
重
か
な
ど
に
お
入
な
さ
れ
ま
し

て
召
出
し
被
成
た
ら
ば
、
扨
も
見
事
な
栗
か
な
と
お
ほ
め
被
成
て
参
る
お
方
は
御
座
り
ま
す

ま
ひ　

○
あ
ゝ
次
郎
官
者
に
申
付
ま
せ
う
、や
い
次
郎
冠
者
や
い
」、常
磐
松
文
庫
本
（
抜
書
）

は
「
○
先
其
栗
を
と
つ
く
り
と
湯
で
ぐ
り
に
い
た
し
大
薬
げ
ん
か
抔
へ
入
ま
し
て
か
様
に
ぐ

わ
り
〳
〵
と
粉
に
い
た
い
て
扨
湯
に
ほ
だ
つ
て
出
い
て
も
御
座
ら
ふ
な
ら
ハ
七
八
十
人
前
の

事
ハ
お
か
せ
ら
れ
い　

七
八
百
人
前
も
御
座
り
舛
ふ　

○
先
其
栗
を
と
つ
く
り
と
焼
栗
に
い

た
し
扨
奇
麗
な
御
杉
重
か
な
ど
へ
入
ま
し
て
私
の
か
様
に
御
座
敷
の
ま
ん
中
へ
持
て
出
て
も

御
座
ら
ふ
成
ハ
上
座
も
末
座
も
ハ
ヽ
ア
見
事
な
栗
じ
や
と
有
て
お
ほ
め
ハ
被
成
ま
せ
う
が
誰

あ
つ
て
御
手
を
出
さ
せ
ら
る
ゝ
者
ハ
御
座
り
舛
ま
い　

○
是
を
ハ
次
郎
冠
者
へ
申
付
ま
せ
う

　

ヤ
イ
〳
〵
次
郎
冠
者
や
い
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
大
薬
研
で
擂
り
砕
く
」
こ
と
と
「
杉

重
に
入
れ
て
見
せ
る
」
こ
と
を
提
案
し
、
そ
れ
を
次
郎
冠
者
に
申
し
付
け
よ
う
と
す
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、安
永
森
本
が
「
大
薬
研
で
お
ろ
す
」「
綺
麗
な
う
つ
は
物
に
入
れ
る
」

こ
と
を
言
い
、
寛
政
有
江
本
は
、「
大
薬
研
で
お
ろ
す
」「
台
に
乗
せ
て
出
す
」
と
言
う
。
安

政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は
、「
大
薬
研
で
お
ろ
す
」「
銀
の
鉢
な
ど
に
入
れ
て
出
す
」
と

言
い
、
い
ず
れ
も
次
郎
冠
者
に
言
い
付
け
よ
う
と
す
る
せ
り
ふ
は
な
い
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
が
「
薬
研
で
擂
り
お
ろ
し
て
丸
め
て
出
す
」「
上
座
の
衆
に
の
み
出
し
、

末
座
の
若
い
衆
に
は
出
さ
な
い
」と
い
う
提
案
。
虎
寛
本
・
山
本
東
本
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
末
々

の
客
に
は
他
の
菓
子
を
出
せ
ば
よ
い
」と
す
る
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
、「
皮
を
剥
い
て
丸
め
る
」

「
上
座
に
の
み
出
し
、
末
々
は
柴
栗
で
よ
い
」
と
言
う
。
虎
光
本
は
、「
擂
鉢
で
擂
り
砕
い
て

丸
め
て
出
す
」「
上
座
に
の
み
出
し
、
末
々
は
他
の
菓
子
を
出
せ
ば
よ
い
」
と
言
う
。
大
蔵

流
諸
本
に
は
次
郎
冠
者
に
言
い
付
け
よ
う
と
す
る
せ
り
ふ
は
全
く
見
え
な
い
。

　

天
理
本
は
「
割
っ
て
出
す
」「
細
か
に
刻
ん
で
擂
り
砕
い
て
丸
め
て
出
す
」
と
言
う
。
和

泉
家
古
本
も
そ
れ
に
ほ
ぼ
同
じ
。
古
典
文
庫
本
は
「
二
つ
や
三
つ
に
割
っ
て
出
す
」「
擂
り

鉢
で
す
り
潰
し
丸
め
て
出
す
」「
上
座
に
は
一
つ
ず
つ
、
若
い
方
に
は
鷹
揚
に
引
き
渡
す
」、

狂
言
集
成
本
は
「
二
つ
や
三
つ
に
割
る
」「
栗
を
焼
き
、
擂
り
鉢
で
砕
く
」「
上
座
へ
は
栗
、

末
座
へ
は
他
の
菓
子
と
取
り
替
え
る
」
と
言
い
、
和
泉
流
諸
本
も
す
べ
て
次
郎
冠
者
に
言
い

付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、「
大
薬
研
」「
杉
重
」
と
い
う
提
案
、

そ
し
て
次
郎
冠
者
に
言
い
付
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
鷺
伝
右
衛
門
派
の
詞
章
と
一
致
す

る
。

【
三
十
四
人
の
公
達
の
姿
】

　

太
郎
冠
者
は
、
焼
き
上
げ
た
栗
を
皆
食
べ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
言
い
訳
と
し
て
主
人
に
は
、

「
台
所
で
栗
を
焼
い
て
い
る
と
、
竈
の
神
が
夫
婦
で
出
現
し
た
の
で
、
栗
を
差
し
上
げ
た
」

と
言
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
か
ら
三
十
四
人
の
公
達
が
現
れ
て
、
残
り
の
栗
を
ね
だ
っ
た
と
続

け
る
の
で
あ
る
。

　
　

 

夫
レ
よ
り
す
み
〳
〵
か
と
ろ
〳
〵
と
な
る
に
よ
り
見
て
御
座
れ
バ
下
ヶ
髪
み
だ
じ
髪
中

ニ
ハ
爰
元
江
持
て
い
て
ち
よ
ん
ぼ
り
と
ゆ
わ
せ
ら
れ
た
有
り　

何
に
が
か
い
で
を
見
る

様
な
手
を
だ
さ
せ
ら
れ
て
ヤ
イ
〳
〵
太
郎
冠
者
と
ゝ
や
か
ゝ
に
ハ
お
ま
ら
せ
て
な
せ
わ

ら
わ
ニ
は
く
れ
ぬ
そ
こ
ち
江
も
く
れ
い
あ
ち
江
も
た
ば
れ
と
有
る
に
よ
り
…

享
保
保
教
本
は
「
ソ
レ
カ
ラ
殊
ノ
外
ア
タ
リ
ガ
賑ニ

ギ
ヤ
カ

ニ
御
座
ル
所
デ
何
事
シ
ヤ
ト
存
テ
見
テ
御

サ
レ
バ
三
十
余ヨ

人
ノ
公キ
ン
タ
チ達

ノ
テ
サ
セ
ラ
レ
テ
御
座
ル　

爰
ニ
髪カ
ミ

ヲ
結ユ

ハ
セ
ラ
レ
タ
モ
御
座
ル

　

唐カ
ラ
コ子

ニ
結ユ

フ
タ
モ
御
座
リ
爰
ラ
ヘ
モ
ツ
テ
キ
テ
ユ
ワ
セ
ラ
レ
タ
モ
御
座
リ
楓カ
イ
デ

ノ
様
ナ
手
ヲ
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ダ
サ
セ
ラ
レ
テ
ト
ヽ
ヤ
カ
ヽ
ニ
斗
ヲ
マ
セ
テ
ヲ
レ
ニ
ハ
ク
レ
ヌ
ソ
爰
ヘ
モ
ク
レ
イ
〳
〵
ト
被

仰
テ
御
座
ル
ニ
依
ツ
テ
…
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
扨
す
み
〴
〵
が
ど
ろ
〳
〵
と
致
に
依
て

見
て
御
座
れ
ば
、
三
十
四
人
の
公
達
の
で
さ
せ
ら
れ
て
御
座
る
が
、
唐
子
に
髪
を
い
わ
せ
ら

れ
た
も
御
ざ
り
、
ま
た
さ
げ
が
み
、
み
だ
し
が
み
、
爰
元
へ
も
て
き
て
ち
よ
と
い
わ
せ
ら
れ

て
、
と
ゝ
や
か
ゝ
に
は
栗
を
進
ぜ
て
、
な
ぜ
に
わ
ら
は
に
は
く
れ
ぬ
ぞ
、
あ
そ
こ
か
ら
も
く

れ
ひ
、
爰
か
ら
も
く
れ
ひ
と
被
仰
る
ゝ
に
依
て
…
」、
常
磐
松
文
庫
本
（
抜
書
）
は
「
扨
夫

よ
り
す
ミ
〴
〵
か
ど
ゝ
ど
ゝ
と
申
に
依
て
見
て
御
座
れ
ハ
三
十
四
人
の
公
達
衆
の
あ
る
ひ
ハ

下
ヶ
髪
乱
し
髪
か
ら
こ
に
い
わ
せ
ら
れ
た
御
方
も
御
座
る
が
ヤ
イ
〳
〵
と
ゝ
や
か
ゝ
に
斗
り

お
ま
せ
ず
と
も
お
れ
に
も
く
れ
い
我
に
も
く
れ
い
と
有
て
か
へ
で
の
様
な
御
手
を
出
さ
せ
ら

れ
升
る
に
依
て
…
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
（
安
永
森
本
・
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五

番
綴
本
）
は
、「
楓
の
や
う
な
お
手
」
と
い
う
表
現
は
見
え
る
も
の
の
、
髪
は
唐
子
や
吹
上

に
結
う
と
し
て
お
り
、
下
げ
髪
・
乱
し
髪
の
描
写
は
な
い
。
な
お
、
安
永
森
本
に
は
、
公
達

の
出
現
に
当
た
っ
て
「
戌
亥
の
角
が
、
ど
ゞ
〳
〵
と
」
鳴
る
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

　

大
蔵
流
諸
本
（
虎
明
本
・
虎
寛
本
・
山
本
東
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
）
に
は
、
隅

が
鳴
動
す
る
こ
と
や
公
達
の
髪
形
に
つ
い
て
の
描
写
は
全
く
見
え
な
い
。
和
泉
流
は
、
天
理

本
「
あ
と
か
ら
又
、
三
十
四
人
の
き
ん
だ
ち
た
ち
の
御
ざ
つ
て
、
う
つ
く
し
い
お
手
を
さ
し

出
さ
せ
ら
れ
て
、
わ
れ
に
も
く
れ
い
、
こ
ゝ
へ
も
く
れ
い
と
お
う
せ
ら
る
ゝ
ほ
ど
に
」、
和

泉
家
古
本
「
又
今
度
は
あ
し
を
と
か
・
ど
ゝ
〳
〵
と
す
る
と
・
三
十
四
人
の
公
達
た
ち
の
・

い
つ
れ
も
か
ら
子
に
髪
を
い
わ
せ
ら
れ
て
・
と
ゝ
さ
ま
や
か
ゝ
さ
ま
に
は
進
し
て
・
わ
れ
に

は
な
せ
に
く
れ
ぬ
そ
と
仰
せ
ら
れ
て
・
か
い
で
の
わ
き
葉
の
や
う
な
お
手
を
・
に
よ
こ
〳
〵

と
さ
し
た
さ
せ
ら
れ
た
程
に
」、
古
典
文
庫
本
「
何
が
其
後
か
ら
三
十
四
人
の
御
公
達
の
お

出
な
さ
れ
て
う
つ
く
し
い
か
へ
で
の
わ
き
葉
の
様
な
お
手
を
出
さ
れ
て
太
郎
冠
者
爰
へ
も
く

れ
い
か
し
こ
へ
も
呉
い
と
仰
ら
れ
て
御
座
る
に
依
て
」
と
あ
り
、
手
や
髪
の
描
写
も
台
本
に

よ
っ
て
は
見
ら
れ
る
が
、
春
日
本
と
一
致
す
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
狂
言
集
成
本

（
新
撰
狂
言
集
・
新
編
狂
言
正
本
も
）
に
は
、
公
達
の
様
子
に
関
す
る
描
写
が
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
隅
々
が
「
と
ろ
〳
〵
と
な
る
」
こ
と
や
、
下
げ
髪
・
乱
し
髪
等
の
春
日
本

の
描
写
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
宝
暦
名
女
川
本
に
最
も
近
い
。
た
だ
し
「
か
い
で
を
見
る
様

な
手
」
と
い
う
表
現
は
、
享
保
保
教
本
・
常
磐
松
文
庫
本
（
そ
し
て
鷺
仁
右
衛
門
派
に
も
）

に
同
じ
で
あ
る
。

６
、「
地
蔵
舞
」

　

こ
の
曲
は
、
江
山
本
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
以
前
に
検
討
を
行
っ
た（

９
）。
こ
こ
で
は
そ
の

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
春
日
本
に
関
し
て
要
点
の
み
述
べ
る
。

【
道
行
の
謡
】

　
　

 

住
ミ
な
れ
し
我
か
古
る
郷
を
立
チ
出
て 

打
切
り　

〳
〵
足
に
ま
か
せ
て
行
程
に
し
ら
ぬ

里
ニ
も
つ
き
に
け
り

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
・
江
山
本
も
同
じ
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
で
、
鷺
流
両
派
に
は
道
行
の
謡
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
正
狂
言
本
の
詞

章
に
近
い）

（（
（

。

【
宿
借
り
の
せ
り
ふ
】

　
　

さ
り
な
か
ら
知
ら
ぬ
ふ
り
ニ
て
宿
を
仮
（
マ
マ
）う

と
存
る

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
・
江
山
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。
賢
茂
五
番
綴
本
・

安
永
森
本
・
杭
全
本
は
相
違
す
る
の
で
、
伝
右
衛
門
派
の
せ
り
ふ
と
考
え
ら
れ
る
（
大
蔵
流
・

和
泉
流
も
知
ら
ぬ
顔
で
宿
を
借
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
）。

　

ま
た
、
宿
主
に
宿
を
貸
す
こ
と
を
断
ら
れ
て
、

　
　

 

で
ハ
御
座
り
ま
し
よ
ウ
が
旅
ハ
道
つ
れ
夜
（
マ
マ
）ハ

情
ケ
ト
申
ス
事
も
御
座
う
程
に
何
に
と
そ

一
夜
と
め
て
下
さ
れ
い

と
言
う
。
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
は
、
傍
線
部
「
旅
は
心
、
世
は

情
け
」。
江
山
本
も
同
じ
。
春
日
本
は
小
異
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
。
安
永
森
本
・

杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
に
は
こ
の
せ
り
ふ
な
し
。
諺
を
引
く
の
は
、
伝
右
衛
門
派
固
有
の

せ
り
ふ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
に
ど
う
し
て
も
宿
を
借
ろ
う
と
し
て
、

　
　

 

是
ハ
い
か
な
事　

と
の
様
ニ
言
う
て
も
宿
を
か
さ
れ
ぬ　

イ
ヤ
仏
も
叶
わ
ぬ
時
ニ
ハ
ほ

う
べ
ん
の
以
テ
す
く
わ
せ
ら
る
ゝ
と
申
が
某
シ
も
法
べ
ん
の
以
テ
宿
を
仮
う
と
存
る

と
言
い
、
そ
の
後
に
笠
を
預
け
る
。
享
保
保
教
本
・
常
磐
松
文
庫
本
・
江
山
本
に
類
似
す
る

せ
り
ふ
が
あ
る
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
に
は
こ
の
せ
り
ふ
な
し
。

【
地
蔵
の
宝
号
】

　

僧
は
勤
行
を
始
め
る
が
、
宿
主
に
制
止
さ
れ
、
地
蔵
の
宝
号
を
唱
え
る
。

　
　

お
ゝ
そ
れ
〳
〵
此
度
ハ
地
蔵
を
と
な
よ
ウ　

南
無
地
蔵
大
菩
薩
〳
〵

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
・
江
山
本
も
同
じ
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
。
こ
の
く
だ
り
は
鷺
流
両
派
共
通
で
あ
る
。
し
か
も
他
流
に
な
く
、
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鷺
流
固
有
（
両
派
共
通
）
の
せ
り
ふ
・
所
作
と
考
え
ら
れ
る
。

【
地
蔵
舞
の
詞
章
】

　

イ
ロ
詞
に
よ
る
囃
子
舞
で
あ
る
地
蔵
舞
の
、
以
下
の
よ
う
な
詞
章
に
注
目
し
た
い
。

　
　

 
三
斗
入
で
十
盃
ヒ
七
斗
入
て
十
盃
ヒ
間
ヒ
ノ
物
で
四
盃
ヒ
ゑ
に
ん
ち
ニ
ま
か
い
て
廿
四

は
い
の
う
だ
れ
ハ
こ
と
の
外
よ
い
出
テ
ヽ
（
略
）
六
道
の
地
蔵
房
が
お
ど
つ
た
を
見
ま

い
な

傍
線
部
は
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
、
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
「
六
道
の
地
蔵
」
と
す
る
。

江
山
本
は
春
日
本
と
同
じ
く
「
六
道
の
地
蔵
坊
（
房
）」。
安
永
森
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ

ぼ
同
じ（
た
だ
し「
六
道
の
地
蔵
」）。
杭
全
本
は
小
異（「
六
道
の
地
蔵
」と
す
る
の
は
同
じ
）。

他
流
は
、
傍
線
部
に
つ
い
て
一
部
近
似
し
た
表
現
が
あ
る
も
の
の
全
体
と
し
て
は
重
な
ら
な

い
。
春
日
本
の
傍
線
部
は
、他
流
に
な
く
鷺
流
固
有
（
両
派
共
通
）
の
詞
章
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
、
江
山
本
に
は
、
地
蔵
舞
を
地
謡
に
謡
わ
せ
る
演
出
が
あ
り
（
後
記
に
「
地
な
し

に
但
シ
シ
テ
計
謡
処
モ
有
」
と
あ
る
）、
そ
れ
は
宝
暦
名
女
川
本
と
一
致
し
て
い
た
が
、
春

日
本
は
地
謡
が
謡
う
こ
と
を
明
記
し
な
い
。
シ
テ
が
謡
う
か
た
ち
で
あ
れ
ば
、享
保
保
教
本
・

常
磐
松
文
庫
本
及
び
他
流
と
同
じ
で
あ
る
。

７
、「
呼
声
」

【
主
人
の
呼
び
声
と
太
郎
冠
者
の
応
答
】

　

無
断
外
出
し
て
来
た
太
郎
冠
者
を
叱
り
に
、
そ
の
私
宅
へ
赴
い
た
主
人
は
、
冠
者
が
居
留

守
を
使
う
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
を
付
け
て
呼
び
出
そ
う
と
試
み
る
。
春
日
本
で
は
、
次
の

よ
う
な
節
と
順
序
で
あ
る
。

　

①
小
哥
ぶ
し
②
諷
の
ふ
し
③
踊
り
節
シ

宝
暦
名
女
川
本
は
「
①
謡
節
②
浄
瑠
璃
節
③
平
家
節
④
踊ヲ
ド
リ

節
」、
安
永
森
本
は
「
①
謡
節
②

平
家
節
③
小
歌
節
④
踊
節
」
で
あ
る
。
寛
政
有
江
本
は
「
①
謡
節
②
踊
節
」
と
な
っ
て
お
り
、

杭
全
本
（
二
種
あ
り
）・
賢
茂
五
番
綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。

　

大
蔵
虎
明
本
は
次
郎
冠
者
が
出
る
か
た
ち
で
、「
①
浄
瑠
璃
節
②
平
家
節
③
小
歌
節
④
踊

節
」
の
順
。
茂
山
真
一
本
も
同
じ
く
、
次
郎
冠
者
が
出
て
、「
①
平
家
節
②
小
歌
節
③
踊
節
」

の
順
で
あ
る
。

　

春
日
本
は
次
郎
冠
者
が
出
な
い
の
で
、
筋
は
鷺
流
の
か
た
ち
で
あ
る
が
、
呼
び
声
に
用
い

ら
れ
る
音
曲
は
、
鷺
流
両
派
は
も
と
よ
り
他
流
の
ど
れ
と
も
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
謡
節

が
あ
る
こ
と
は
、
鷺
流
両
派
と
共
通
し
て
お
り
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
か
た
ち
に
小
歌
節
を
加

え
た
よ
う
な
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。

８
、「
二
千
石
」（
語
リ
）

【
酒
宴
に
際
し
て
の
思
い
】　

　

春
日
本
に
は
、
八
幡
太
郎
義
家
が
明
日
の
合
戦
を
前
に
し
て
酒
宴
を
催
す
に
際
し
、
思
い

を
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

 

其
時
八
幡
殿
の
た
ま
う
様
ハ
あ
な
口
お
し
や
我
レ
打
手
ニ
む
か
い
い
つ
ま
で
か
く
て
有

へ
き
そ
明
日
ハ
善
悪
の
か
つ
せ
ん
成
る
べ
し
そ
ふ
有
ハ
酒
を
参
ら
せ
よ
と
て
御
超

（
マ
マ
）子
参

ら
せ
ら
る　

其
時
の
御
し
や
く
ニ
ハ
忝
も
某
シ
の
先
祖
お
ふ
じ
ニ
て
有
シ
よ

享
保
保
教
本
は
「
其
時
八
幡
殿
仰
ラ
ル
ヽ
様
ア
ナ
口ク

チ
ヲ
シ惜
ヤ
我ワ
レ

討
手
ニ
下
リ
イ
ツ
マ
デ
カ
ク
テ

有
ル
ベ
キ
ゾ
明ミ

ヤ
ウ

日
ハ
善
悪
ノ
合カ
ツ
セ
ン戦

タ
ル
ベ
シ
サ
ア
ラ
バ
酒シ
ユ

ヲ
進ス
ヽ
メ

ヨ
ト
テ
御ヲ
ン
テ
ウ
シ

銚
子
マ
イ
ラ
セ
ラ

ル
　ヽ

其
時
ノ
御ヲ

ン
シ
ヤ
ク酌

ニ
ハ
某
ノ
先セ
ン
ソ祖

の
祖ヲ
ウ
ヂ父

ニ
テ
有
リ
シ
ガ
…
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
其

時
八
幡
殿
被
仰
る
ゝ
や
う
、
あ
な
口
惜
や
、
我
討
手
に
下
り
、
何イ

ツ

ま
で
か
く
て
有
べ
き
ぞ
、

明
日
は
善
悪
の
合
戦
た
る
べ
し
、
さ
あ
ら
ば
し
ゆ
を
す
ゝ
め
よ
と
て
、
御
銚テ

ウ

子
参
ら
せ
ら

る
ゝ
、
其
時
の
御
酌
に
は
、
某
の
先
祖
の
祖
父
に
て
有
し
が
、
…
」
と
あ
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
「
其
時
八
幡
ト
ノ
仰
ケ
ル
ハ
我
討
手
ニ
下
リ
イ
ツ
マ
テ
カ
ク
テ
有
ヘ
キ
ソ

明
日
ハ
善
悪
ノ
合
戦
タ
ル
ヘ
シ
サ
ア
ラ
ハ
酒
ヲ
ス
ヽ
メ
ヨ
ト
テ
御
銚
子
マ
イ
ラ
セ
ラ
ル
　ヽ

其
時
ノ
御
酌
ニ
ハ
某
ノ
祖
父
ニ
テ
有
シ
ニ
…
」（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。「
御
銚
子
」を「
御

酒
」
と
す
る
）、
安
政
賢
通
本
「
そ
の
時
八
幡
殿
仰
せ
ら
れ
け
る
や
う
は
、
我
こ
こ
に
下
り

い
つ
ま
で
か
く
て
あ
る
べ
き
ぞ
、
明
日
は
善
悪
の
合
戦
た
る
べ
し
。
し
か
ら
ば
酒
を
進
め
よ

と
て
御
銚
子
参
ら
せ
ら
る
る
。
そ
の
時
の
お
酌
に
は
某
が
先
祖
の
祖
父
に
て
あ
り
し
が
、…
」

（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
其
時
八
幡
殿
に
御
酒
え
ん
は
じ
ま
り
し
に
、
そ
れ
が
し
が
せ
ん
ぞ

の
お
う
ぢ
御
し
や
く
に
ま
い
る
」、
虎
寛
本
「
或
時
八
幡
殿
に
御
酒
宴
初
り
し
か
ば
、
某
が

先
祖
の
お
ほ
ぢ
御
酌
に
立
つ
」、伊
藤
源
之
丞
本「
有
と
き
八
幡
殿
の
方
に
御
酒
宴
の
始
し
に
、

某
が
先
祖
の
お
ふ
じ
、
御
し
や
く
に
参
る
」、
虎
光
本
「
あ
る
時
八
幡
殿
に
御
酒
宴
の
始
し

か
ば
某
の
先
祖
の
祖
父
御
杓
ニ
立
」
と
あ
り
、
酒
宴
に
際
し
て
の
八
幡
太
郎
の
言
葉
は
見
え

な
い
。

　

和
泉
流
も
、
天
理
本
「
そ
の
時
八
ま
ん
殿
に
御
酒
ゑ
ん
は
じ
ま
り
し
に
、
そ
れ
が
し
が
せ

ん
ぞ
の
お
う
ぢ
、
御
し
や
く
に
ま
い
る
」
と
あ
り
、
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集

成
本
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
や
は
り
八
幡
太
郎
の
言
葉
は
な
い
。
狂
言
記
も
「
あ
る
折
に
、
御
大
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将
に
御
酒
宴
の
は
じ
ま
り
し
、先
祖
の
祖
父
お
酌
に
参
り
」
と
あ
る
の
み
。
天
正
狂
言
本
（
以

下
、
天
正
本
）
は
、
野
原
に
陣
を
取
っ
た
八
幡
太
郎
が
雁
が
列
を
乱
す
の
を
見
、「
つ
わ
者

野
に
ふ
せ
は　

帰
雁
つ
ら
を
や
み
た
す
ら
ん
た
れ
か
一
さ
し
」
と
命
じ
る
と
、
主
人
の
先
祖

の
祖
父
が
二
千
石
の
謡
を
謡
う
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、
酒
宴
の
こ
と
な
し
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
こ
の
部
分
は
、
八
幡
太
郎
の
思
い
を
述
べ
る
言
葉
が
存
し
（
大

蔵
・
和
泉
両
流
、
狂
言
記
・
天
正
本
は
な
し
）、
な
お
か
つ
「
あ
な
口
お
し
や
」
と
い
う
表

現
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
鷺
流
、
特
に
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

【
敵
を
滅
ぼ
し
た
後
の
言
葉
】

　
　

 

其
時
八
幡
殿
の
仰
せ
ニ
ハ
我
レ
思
わ
す
も
敵
キ
を
ほ
ろ
ほ
し
名
を
天
下
に
あ
ら
わ
さ
ん

事
一
ト
重
に
二
千
石
の
祝
言
の
奇
徳

（
マ
マ
）也　

い
で
諷
の
恩
賞
を
あ
た
ゑ
ん
と
有
ツ
テ
哥
の

庄
と
言
ウ
大
庄
を
た
ま
わ
り
…

享
保
保
教
本
は
「
其
時
八
幡
殿
被
仰
ル
ヽ
様
我
運ウ

ン

ヲ
ヒ
ラ
キ
名
ヲ
天
下
ニ
上
ル
事
モ
偏ヒ
ト
ヘ

ニ
此

二
千
尺
ノ
祝
言
ノ
威ヰ

ト
ク徳
ナ
リ　

イ
デ
此
恩ヲ
ン
シ
ヤ
ウ賞
ヲ
ア
タ
ヱ
ン
ト
テ
ウ
タ
ノ
庄
ト
云
フ
大
庄
ヲ
給

リ
…
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
其
時
八
幡
殿
被
仰
る
ゝ
や
う
、
我
運ウ

ン

の
開
き
名
を
天
下
に
上

る
事
も
、
偏
に
此
地
千
石
の
祝
言
の
威
徳
な
り
、
い
で
此
恩ヲ

ン
シ
ヤ
ウ賞

を
あ
た
ゑ
ん
と
、
歌
の
庄
と

云
だ
ひ
せ
う
を
給
り
…
」
と
あ
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
「（
天
下
一
統
の
御
代
ト
ナ
シ
ヽ
モ
）
ヒ
ト
ヘ
ニ
此
謡
ノ
故
也　

イ
テ
此

恩
賞
ヲ
ア
タ
ヘ
ン
ト
ウ
タ
ノ
庄
ト
云
大
庄
ヲ
給
ハ
リ
…
」、
安
政
賢
通
本
は
「（
天
下
一
統
の

御
代
と
な
し
し
も
）
ひ
と
へ
に
こ
の
二
千
石
の
祝
言
の
威
徳
な
れ
ば
、
い
で
こ
の
恩
賞
を
与

へ
ん
と
歌
の
庄
と
言
ふ
大
庄
を
給
は
り
…
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
。
安
永
森
本
も
ほ
ぼ

同
じ
。「
与
へ
ん
」
を
「
た
ま
は
ら
ん
」
と
す
る
）。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
其
時
八
ま
ん
殿
、
い
で
か
の
う
た
ひ
の
お
ん
し
や
う
あ
た
え
ん
と

有
て
、
う
た
の
し
や
う
と
申
だ
い
し
や
う
を
給
は
つ
て
、
…
」、
虎
寛
本
「
い
で
此
う
た
ひ

の
恩
賞
を
あ
た
へ
ん
と
て
、
宇
多
の
庄
と
い
ふ
大
庄
を
給
は
つ
て
よ
り
此
か
た
、
…
」
と
あ

る
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
八
幡
殿
よ
り
「
歌
（
宇
多
）
の
庄
」
を
賜
る
こ
と
な
し
。
虎
光
本

は「
出
さ
ら
ば
謡
の
恩
賞
を
あ
た
ゑ
ん
と
有
て
う
た
の
庄
と
言
大
庄
を
被
下
て
よ
り
此
方
…
」

と
あ
る
。

　

和
泉
流
は
、
天
理
本
「
そ
の
時
八
幡
殿
、
い
で
、
か
の
謡
の
お
ん
し
や
う
あ
た
ゑ
ん
と
あ

つ
て
、
う
た
の
庄
と
い
ふ
だ
い
し
や
う
を
た
ま
わ
つ
て
、
…
」（
和
泉
家
古
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）、

古
典
文
庫
本
「
其
時
八
幡
殿
い
で
彼
謡
ひ
の
恩
賞
を
与
へ
ん
と
有
て
う
た
の
庄
と
い
ふ
大
庄

を
給
は
る
」（
狂
言
集
成
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
と
あ
る
。
狂
言
記
は
、八
幡
殿
よ
り
「
歌
（
宇
多
）

の
庄
」
を
賜
る
こ
と
な
し
。
天
正
本
も
「
歌
の
庄
」
を
賜
る
こ
と
な
く
、
武
蔵
野
八
万
町
が

所
の
う
ち
、
四
万
町
を
賜
る
と
語
る
。

　

春
日
本
の
こ
の
部
分
は
、
傍
線
部
に
小
異
あ
る
も
の
の
、
八
幡
太
郎
の
言
葉
が
比
較
的
詳

し
く
、
そ
の
点
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
が
見
出
せ
る
と
い
え
よ
う
。

【
主
人
の
叱
責
の
言
葉
】

　

語
リ
の
末
尾
に
、
主
人
が
太
郎
冠
者
に
向
け
て
言
う
以
下
の
せ
り
ふ
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
、

そ
の
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。

　
　

 

…
な
ん
ぞ
や
己
レ
目
主
に
い
と
ま
も
か
（
マ
マ
）わ
す
都
江
行
ノ
（
マ
マ
）の
ミ
な
ら
す
手
水
も
つ
か
わ
す

む
さ
キ
口
中
を
持
ツ
テ
諷
ヒ
事
ハ
何
に
し
や

享
保
保
教
本
は
「
ナ
ン
ソ
ヤ
己ヲ

ノ
レ

ガ
手テ
ウ
ヅ水

モ
ツ
カ
ハ
ヌ
無ム
サ
キ左

口ク
チ

ヲ
モ
ツ
テ
ウ
タ
イ
事
ハ
」、
宝

暦
名
女
川
本「
な
ん
ぞ
や
お
の
れ
が
手
水
も
つ
か
わ
ぬ
む
さ
き
口
を
以
て
謡
事
は
何
事
じ
や
」

と
あ
る
。寛
政
有
江
本
は「
ナ
ン
ソ
己
カ
手
水
モ
ツ
カ
ハ
ヌ
ム
サ
イ
口
ヲ
以
テ
ウ
タ
イ
事
ハ
」、

安
永
森
本
は
「
な
ん
ぞ
や
己
が
出
あ
る
く
の
み
な
ら
ず
、
手
水
も
つ
か
は
ず
む
さ
い
口
を
し

て
う
た
ふ
事
は
」、
安
政
賢
通
本
は
「
何
ぞ
お
の
れ
が
手
水
も
使
は
ぬ
む
さ
い
口
を
以
て
謡

ひ
事
は
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
あ
り
、
鷺
流
両
派
に
は
、
い
ず
れ
も
傍
線
部
の
表

現
が
共
通
し
て
見
出
さ
れ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
な
ん
ぞ
お
の
れ
め
が
い
と
ま
も
こ
は
ひ
で
、
よ
そ
へ
う
す
る
の
み

な
ら
ず
、
じ
せ
ん
せ
き
の
し
う
げ
ん
を
う
た
ふ
事
は
、
く
せ
事
に
て
あ
る
」、
虎
寛
本
「
何

ぞ
や
お
の
れ
が
、
主
に
暇
も
こ
は
い
で
都
へ
う
す
る
の
み
成
ら
ず
、
二
千
石
の
祝
言
の
諷
う

た
ふ
事
曲
事
に
て
有
る
ぞ
と
よ
」、
伊
藤
源
之
丞
本
「
な
ん
ぞ
や
、
お
の
れ
が
主
に
暇
を
も

こ
わ
ず
、
よ
所
ゑ
行
の
み
な
ら
ず
、
祝
言
の
諷
を
う
と
ふ
事
、
曲
事
な
る
ぞ
」、
虎
光
本
「
何

ぞ
や
己
が
都
へ
失
る
の
み
な
ら
ず
二
千
石
の
謡
諷
ふ
こ
と
曲
事
ニ
て
有
ぞ
と
よ
」
と
あ
り
、

傍
線
部
の
表
現
は
い
ず
れ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
虎
寛
本
の
波
線
部
が
春
日
本
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
虎
光
本
は
部
分
的
に
一
致
）。

　

和
泉
流
は
、
天
理
本
「
な
ん
ぞ
お
の
れ
め
が
、
い
と
ま
も
こ
わ
ひ
で
よ
そ
へ
う
す
る
の
み

な
ら
ず
、
二
千
石
の
祝
言
を
う
た
ふ
は
、
曲
事
に
て
あ
る
ぞ
と
よ
」、
和
泉
家
古
本
「
な
ん

ぞ
お
の
れ
め
が
・
暇
も
こ
わ
ひ
で
よ
そ
へ
う
す
る
の
み
な
ら
ず
・
あ
そ
こ
へ
い
て
も
二
千
石
・

爰
へ
き
て
も
二
千
石
と
・
な
ま
ぐ
さ
い
口
に
て
う
た
ふ
な
ら
ば
・
そ
れ
が
し
の
天
罰
も
い
か
ゞ

じ
や
・
し
よ
せ
ん
う
つ
て
す
て
申
さ
う
お
な
お
り
そ
ひ
」、
古
典
文
庫
本
「
何
ぞ
や
お
の
れ

め
が
暇
を
も
乞
ず
出
あ
る
き
お
る
の
み
な
ら
ず
あ
そ
こ
へ
い
て
も
じ
せ
ん
せ
き
爰
へ
来
て
も
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二
千
石
と
祝
言
に
謡
ふ
事
曲ク
セ

事
に
て
有
ぞ
と
よ
お
直
り
そ
へ
成
敗
致
す
」（
狂
言
集
成
本
も

ほ
ぼ
同
じ
）
と
あ
り
、
和
泉
家
古
本
の
傍
線
部
に
類
似
の
表
現
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
春
日
本
と
一
致
し
な
い
。
狂
言
記
は
「
何
ぞ
や
お
の
れ
め
が
、
い
つ
の
間
に
か
な
盗
み

取
り
、
謡
ふ
た
事
は
く
せ
事
」
と
あ
る
。

　

春
日
本
の
こ
の
部
分
は
、
鷺
流
両
派
共
通
の
特
徴
を
そ
な
え
つ
つ
、
一
部
大
蔵
虎
寛
本
と

共
通
す
る
表
現
（
波
線
部
）
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
語
リ
は
、
部
分
的
に
は
小
異
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
鷺

伝
右
衛
門
派
の
特
徴
を
そ
な
え
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

９
、「
昆
布
売
」

　

本
曲
は
、
現
存
す
る
主
要
な
鷺
伝
右
衛
門
派
台
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
か
つ
て
宝
暦
名

女
川
本
「
盗
類
雑
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）

（（
（

が
、現
在
は
行
方
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、

以
下
、
鷺
流
台
本
と
し
て
は
、
仁
右
衛
門
派
諸
本
の
み
を
用
い
て
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
某
の
行
き
先
】

　

春
日
本
で
は
、
某
は
「
町
表
」
へ
行
く
と
言
う
。

　
　

 

是
ハ
此
辺
り
に
住
居
致
ス
者
て
御
座
る　

諸
（
マ
マ
）用

有
ツ
テ
町
表
江
参
る　

先
ツ
そ
ろ
り

〳
〵
と
参
ウ

寛
政
有
江
本
「
何
方
へ
も
罷
出
て
慰
ふ
と
存
ル
」、
杭
全
本
「
此
間
何
方
へ
も
出
ね
ハ
心
か

苦（
マ
マ
）し

た
ニ
依
而
今
日
ハ
遊
山
ニ
出
ふ
と
存
て
罷
出
た　

先
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
ろ
ふ
」、
安
政

賢
通
本
「
こ
の
間
は
い
づ
方
へ
も
行
か
ね
ば
気
が
屈
し
て
ご
ざ
る
程
に
、
今
日
は
遊
山
に
出

よ
う
と
存
じ
て
罷
り
出
た
。
ま
づ
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
ら
う
。」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と

あ
り
、
慰
み
ま
た
は
遊
山
に
行
く
と
す
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
少
用
あ
つ
て
都
へ
の
ぼ
る
」、
虎
寛
本
「
名
乗
二
人
大
名
の
ご
と

く
云
て
都
へ
登
る
」、伊
藤
源
之
丞
本
「
所
用
有
て
都
ゑ
登
り
ま
す
る
」、虎
光
本
「
今
日
（
今

日
ハ
）
諸
用
在
て
都
へ
登
リ
舛
ル
」
と
あ
り
、
都
へ
上
る
と
い
う
設
定
。
和
泉
流
は
、
天
理

本
「
今
日
は
北
野
へ
参
」、
和
泉
家
古
本
「
今
日
北
野
参
を
す
る
」、
古
典
文
庫
本
「
今
夜
は

北
野
の
お
手テ

ウ
ヅ水
の
夜
ぢ
や　

い
つ
も
参
詣
致
す　

今
日
も
参
ろ
う
と
存
る
」（
狂
言
集
成
本
・

新
撰
狂
言
集
も
同
じ
）
と
あ
り
、
北
野
へ
参
る
。
特
に
古
典
文
庫
本
等
の
よ
う
に
「
お
手
水

の
夜
」
に
参
る
と
い
う
の
は
、「
太
刀
奪
」
と
共
通
の
設
定
。
狂
言
記
外
五
十
番
も
古
典
文

庫
本
等
と
同
じ
く
、「
北
野
の
御
手
水
の
夜
で
御
ざ
る
程
に
参
ら
ふ
と
存
る
」
と
あ
る
。

　

某
が
「
町
表
へ
行
く
」
と
す
る
設
定
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
や
他
流
に
は
見
え
な
い
。
し
か

し
、
常
磐
松
文
庫
本
「
二
人
大
名
」
で
は
、
大
名
は
「
町
表
へ
行
く
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

従
者
扱
い
し
て
無
理
に
太
刀
を
持
た
せ
た
者
が
太
刀
を
振
る
っ
て
逆
襲
す
る
と
い
う
筋
は
、

「
二
人
大
名
」
と
「
昆
布
売
」
に
共
通
で
あ
り
、
両
曲
は
類
曲
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
伝
右
衛
門
派
に
お
い
て
は
、
両
曲
が
同
じ
設
定
で
あ
っ
た
可
能

性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
春
日
本
の
「
町
表
」
へ
行
く
設
定
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派

特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
曲
は
長
府
鷺
流
の
浜
田
本）

（（
（

に
あ
っ

た
ら
し
く
、
石
川
弥
一
氏
『
山
口
に
残
存
す
る
鷺
流
狂
言
』（
山
口
市
鰐
石
能
狂
言
研
究
会
、

昭
32
）
に
翻
刻
が
載
る
が
、
原
本
は
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
。
そ
の
翻
刻
に
よ
る
と
、「
都

へ
登
る
」
設
定
で
あ
り
、
そ
れ
な
ら
ば
大
蔵
流
と
同
じ
で
あ
る
。

【
同
道
を
拒
む
昆
布
売
を
脅
す
】

　

春
日
本
で
は
、
某
が
昆
布
売
り
に
「
イ
サ
つ
れ
立
ト
ウ
」
と
言
う
と
、
昆
布
売
り
は
連
れ

に
は
似
合
わ
な
い
か
ら
と
、
先
へ
行
こ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
某
は
太
刀
の
柄
に
手
を
掛
け

て
昆
布
売
り
を
脅
す
。

　
　

 

士
「
ア
ヽ
是
々
先
ツ
ま
た
し
ま
せ　
「
ハ
ー　
士
「
ア
ヽ
ら
此
方
ハ
士
程
シ

（
マ
マ
）ノ

者
か
つ
れ

立
ウ
ト
言
ウ
ニ
イ
ナ
ト
お
し
や
る
ハ
あ
ま
り
け
な
け
に
お
り
や
る　
ト
刀
の
ツ
カ
ヱ
手
を

か
く
る　
シ
「
ア
ヽ
御
供
致
シ
ま
し
よ
ウ
〳
　〵
士
「
シ
ヤ
ア
引　
シ
「
中
　々
士
「
イ

ヤ
是
ハ
ざ
れ
事
じ
や　
「
扨
々
こ
わ
い
御ヲ

ザ
レ座
れ
事
で
御
座
る

寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
い
ず
れ
も
こ
こ
で
脅
す
こ
と

は
な
い
。
虎
明
本
・
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
な
ど
の
大
蔵
流
諸
本
も
、
是
非
と

も
連
れ
立
と
う
（
お
供
い
た
そ
う
）
と
言
う
だ
け
で
、
太
刀
に
手
を
掛
け
て
脅
す
こ
と
は
な

い
。
天
理
本
は
、
ま
ず
言
葉
を
か
け
、
い
き
な
り
太
刀
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
昆

布
売
り
が
拒
む
と
太
刀
を
抜
い
て
脅
す
の
で
あ
り
、
同
道
を
断
っ
た
た
め
に
脅
す
場
面
は
な

い
。
和
泉
家
古
本
は「
シ
カ
〳
〵
―
ム
リ
ニ
ツ
レ
立
也
」と
あ
る
の
み
。
古
典
文
庫
本
は「
惣

て
連
に
は
似
あ
ふ
た
も
あ
り
似
合
ぬ
も
あ
る　

ど
う
有
て
も
同
道
せ
う
」
と
言
う
の
み
で
脅

す
こ
と
は
し
な
い
。
狂
言
集
成
本
・
新
撰
狂
言
集
も
そ
れ
に
同
じ
。
狂
言
記
外
五
十
番
も
こ

こ
で
脅
す
こ
と
な
し
。

　

以
上
に
よ
り
、
こ
の
場
面
は
鷺
仁
右
衛
門
派
や
他
流
に
は
見
当
た
ら
ず
、
春
日
本
独
自
の

部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
鷺
伝
右
衛
門
派
固
有
の
演
出
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
先
に
触
れ
た
浜
田
本
（
翻
刻
に
よ
る
）
に
も
同
様
の
場
面

が
あ
る
。

【
昆
布
売
り
が
某
を
切
ろ
う
と
す
る
】
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太
刀
を
持
た
さ
れ
、
従
者
扱
い
さ
れ
た
こ
と
に
怒
っ
た
昆
布
売
り
は
、
某
に
太
刀
で
切
り

付
け
よ
う
と
す
る
。
恐
れ
ひ
れ
ふ
す
某
か
ら
腰
刀
を
奪
っ
た
後
、
昆
布
売
り
は
某
を
切
ろ
う

と
脅
す
。

　
　

 「
…
ヤ
イ
〳
〵
身
共
ハ
今
ま
ゝ
で
生
た
者
を
切
て
見
た
事
か
な
い　
「
そ
ふ
て
有
ウ
共　

「
イ
ヤ
己
レ
を
う
で
だ
め
し
に
切
て
見
よ
ウ　
「
ア
ー
ゆ
る
い（
マ
マ
）下

さ
れ　
「
手
か　
「
ア
ー

　
「
足
か　
「
ア
ー
何
に
と
し
よ
ウ　
「
と
ふ
ほ
ね
か　
「
ア
ヽ
只
々
命
ば
か
り
は
助
ケ
て

下
さ
れ
い　
「
夫
レ
な
ら
バ
何
に
ニ
て
も
身
共
か
言
々
付
る
事
を
す
る
か　
士
「
心
得

た　
「
先
ツ
夫
レ
に
切
度
し
て
お
れ　
「
心
得
た　
（
こ
の
後
某
に
昆
布
を
売
れ
と
言
う
）

寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
こ
の
よ
う
に
昆
布
を
売
ら
せ

る
前
に
切
ろ
う
と
脅
す
こ
と
は
な
い
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
今
ま
で
い
き
も
の
を
き
つ
た
事
が
な
ひ
、
き
り
な
ら
ひ
に
お
の
れ

き
ら
ふ
」、
虎
寛
本
「
某
は
恥
か
し
い
事
成
れ
ど
も
、
生
れ
て
此
か
た
終
に
生
物
を
斬
た
事

は
無
い
。
お
の
れ
を
斬
習
ら
ひ
に
ど
れ
か
ら
斬
ふ
ぞ
。
…
」
と
あ
り
、
特
に
虎
寛
本
に
は
、

春
日
本
と
同
様
の
せ
り
ふ
が
見
え
る
。
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
扨
、
身
共
は
今
迄
生
た
物
を
切

た
事
が
な
い
。
汝
を
切
は
じ
め
に
、
ど
う
切
か
か
ら
竹
わ
り
に
し
て
く
り
や
う
」、
虎
光
本

は
「
某
ハ
恥
敷
事
乍
生
て
此
方
生
タ
物
を
切
た
事
が
無
イ
。
己
を
切
習
ひ
に
ど
れ
か
ら
切
ふ

ぞ
」
と
あ
り
、
八
右
衛
門
派
も
虎
寛
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
は
、
昆
布
売
り
が
某
に
昆
布
を
売
れ
と
言
い
、
某
が
売
っ
た
こ
と

が
な
い
と
言
う
と
「
み
ど
も
ゝ
、
太
刀
も
つ
た
事
が
な
い
」
と
言
っ
て
「
き
ら
う
と
す
る
」。

和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
狂
言
集
成
本
・
新
撰
狂
言
集
は
、
某
に
昆
布

を
売
れ
と
言
い
、
売
ら
せ
る
が
、
そ
の
前
に
切
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
狂
言
記
外
五
十

番
も
同
じ
く
切
ろ
う
と
す
る
こ
と
な
し
。

　

こ
の
場
面
は
、
大
蔵
流
諸
本
に
最
も
近
い
。
鷺
仁
右
衛
門
派
や
和
泉
流
は
、
春
日
本
の
よ

う
に
昆
布
を
売
る
前
に
切
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
確
か
め
る
す
べ
は
な
い
が
、
鷺
伝
右

衛
門
派
が
、
こ
の
よ
う
な
大
蔵
流
と
共
通
す
る
場
面
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ

う
。

【
昆
布
の
売
り
声
】

　

春
日
本
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
節
と
順
序
で
、
昆
布
売
り
が
某
に
昆
布
を
売
ら
せ
る
。

    

①
小
哥
ぶ
し　

②
平
家
ふ
し　

③
ヲ
ド
リ
ぶ
し

寛
政
有
江
本
は
「
①
小
歌
節　

②
平
家
節　

③
踊
節
」
で
あ
り
、
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

虎
明
本
は
「
①
小
歌
節　

②
浄
瑠
璃
節　

③
平
家
節　

④
踊
節
」、
虎
寛
本
は
「
①
平
家

節　

②
小
歌
節　

③
踊
節
」、
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
①
小
歌
節　

②
平
家
節　

③
踊
節
」、
虎

光
本
は
「
①
平
家
節　

②
小
歌
節　

③
踊
節
」
で
あ
る
。
天
理
本
は
「
謡
節
・
舞
節
・
浄
瑠

璃
節
、
い
ろ
〳
〵
に
う
ら
す
る
」
と
あ
り
、
和
泉
家
古
本
は
「
謡
ブ
シ
―
小
歌
ブ
シ
マ
イ
ブ

シ
―
ジ
ヤ
ウ
ル
リ
ブ
シ
・
イ
ロ
〳
〵
ニ
ウ
ラ
セ
テ
」、
古
典
文
庫
本
は
「
①
謡
節　

②
舞
節

　

③
踊
節
」、
狂
言
集
成
本
（
新
撰
狂
言
集
も
）「
①
謡
節　

②
浄
瑠
璃
節　

③
踊
節
」
で
あ

る
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
①
謡
節　

②
浄
瑠
璃
節　

③
小
歌
節
（
実
は
踊
節
）」
で
あ
る
。

大
蔵
・
和
泉
両
流
の
古
台
本
に
浄
瑠
璃
節
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
和
泉
流

三
宅
派
は
現
在
も
浄
瑠
璃
節
を
残
し
、
三
味
線
の
擬
音
と
と
も
に
謡
う
。

　

春
日
本
の
節
と
順
序
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
（
及
び
伊
藤
源
之
丞
本
）
と
一
致
す
る
の
で
、

こ
こ
は
鷺
流
両
派
共
通
の
部
分
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
最
後
の
謡
】

　

最
後
に
昆
布
売
り
は
、
行
く
末
を
祝
っ
て
目
出
度
く
売
っ
た
な
ら
ば
、
太
刀
も
刀
も
返
す

と
言
う
。
そ
こ
で
、
某
は
次
の
よ
う
に
謡
う

　
　

 

昆
布
か
わ
シ
〳
〵
よ
ろ
こ
ぶ
め
さ
れ
昆
布
め
さ
れ　

あ
ヽ
ら
有
難
や
君
か
御
代
の
よ
ろ

こ
ぶ
や　

こ
れ
に
対
し
て
昆
布
売
り
は
、

　
　

何
ニ
と
喜
ロ
昆
布
と
も　

か
え
す
ま
い
ぞ
和
男

と
謡
い
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
。

　
「
昆
布
か
わ
シ
〳
〵
」
と
い
う
春
日
本
の
謡
い
出
し
は
、
大
蔵
流
、
特
に
虎
明
本
と
同
じ
。

鷺
仁
右
衛
門
派
は
「
昆
布
召
さ
れ
〳
〵
」
と
謡
い
出
す
。
た
だ
し
大
蔵
流
は
、
そ
の
後
「
よ

ろ
こ
ぶ
買
わ
し
（
せ
）
昆
布
買
わ
し
（
せ
）」
と
続
く
の
で
、
春
日
本
と
は
相
違
す
る
。「
よ

ろ
こ
ぶ
召
さ
れ
昆
布
召
さ
れ
」
と
続
く
春
日
本
の
か
た
ち
は
、
お
お
む
ね
鷺
仁
右
衛
門
派
と

同
じ
。
和
泉
流
古
典
文
庫
本
は
「
昆
布
め
せ
や
〳
〵
」
と
あ
る
。
和
泉
流
天
理
本
・
和
泉
家

古
本
・
狂
言
集
成
本
及
び
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
こ
の
部
分
が
な
い
。

　

春
日
本
の
「
あ
ヽ
ら
有
難
や
」
と
い
う
部
分
は
独
自
で
あ
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
、大
蔵
流
・

和
泉
流
及
び
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
あ
（
や
）
ら
〳
〵
数
知
ら
ず
の
」
と
あ
る
。
他
流
・
他

派
に
同
じ
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
最
後
に
「
か
え
す
ま
い
ぞ
和
男
」
と
あ
る
の
は

大
蔵
流
と
同
じ
。
鷺
仁
右
衛
門
派
は
「
返
す
ま
い
ぞ
和
殿
よ
」。
和
泉
流
及
び
狂
言
記
外
五

十
番
は
「
返
す
ま
い
ぞ
こ
の
太
刀
（
太
刀
刀
）」。
春
日
本
の
こ
の
箇
所
は
、
大
蔵
流
及
び
鷺

仁
右
衛
門
派
を
折
衷
し
た
か
た
ち
で
、
な
お
か
つ
独
自
の
部
分
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
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10
、「
八
句
連
歌
」

　

本
曲
も
「
地
蔵
舞
」
と
同
じ
く
江
山
本
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
他
流
・
他
派
の
台

本
と
比
較
し
て
い
る）

（（
（

の
で
、
こ
こ
は
要
点
の
み
記
述
し
て
お
き
た
い
。

【
発
端
】

　

借
り
手
が
貸
し
手
の
宅
を
訪
れ
て
、
連
歌
を
始
め
る
ま
で
の
展
開
は
、
江
山
本
と
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
発
端
は
鷺
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛
門
派
と
も
に
共
通
で
あ
る
（
大
蔵
流
・
和
泉

流
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
）。

【
連
歌
】

　

①
花
盛
り
御
免
な
れ
か
し
松
の
風

江
山
本
に
同
じ
。
こ
の
句
は
鷺
流
両
派
共
通
で
、
他
流
や
狂
言
記
も
同
じ
で
あ
る
。

　

②
桜
に
な
せ
や
雨
の
浮
キ
雲

江
山
本
に
同
じ
。
こ
れ
も
鷺
流
両
派
共
通
で
、
他
流
や
狂
言
記
も
同
じ
。

　

③
幾
く
度
ヒ
も
霞
に
わ
び
ぬ
月
の
暮

江
山
本
に
同
じ
。
鷺
流
両
派
は
「
わ
び
ん
」
と
す
る
。
他
流
も
「
わ
び
ん
」。
和
泉
流
天
理

本
は
「
月
の
こ
ろ
」。「
わ
び
ぬ
」
は
虎
光
本
（
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
本
・
吉
田
幸
一
氏
蔵

本
）
及
び
狂
言
記
と
共
通
す
る
。

　

④
恋
ヒ
せ
め
掛
る
入
相
の
鐘

江
山
本
に
同
じ
。
享
保
保
教
本
及
び
他
流
も
同
じ
で
あ
る
が
、
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本

は
「
声
責
め
か
く
る
」
と
あ
り
、
相
違
す
る
。

　

⑤
鶏ク

ダ
カ
ケ

ハ
し
ば
し
心
を
の
へ
て
な
け

江
山
本
は
「
鶏
も
し
ば
し
心
を
延
て
鳴
け
」
と
あ
り
、
春
日
本
と
小
異
。
享
保
保
教
本
「
鶏

モ
シ
バ
シ
心
ヲ
延ノ

ベ

テ
鳴ナ
ケ

」
と
あ
り
、
江
山
本
と
同
じ
。
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂

五
番
綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
他
流
は
、
第
二
句
が
「
せ
め
て
別
れ
を
（
は
）」（
大
蔵
流
、
古

典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
も
）、「
別
れ
の
お
り
は
」（
天
理
本
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

と
は
相
違
。

　

⑥
人
目
ゆ
る
さ
ぬ
恋
の
セ
キ
守
り

江
山
本
に
同
じ
。
こ
の
句
も
鷺
流
両
派
で
共
通
。
他
流
は
、「
人
目
も
ら
す
な
」（
大
蔵
流
、

古
典
文
庫
本
も
）、「
人
目
も
ら
さ
ぬ
」（
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
狂
言
集
成
本
）
と
あ
り
、

相
違
す
る
。

　

⑦
名
の
立
ツ
に
使ツ

カ
イ

な
立
て
そ
し
の
妻
（
マ
マ
）

春
日
本
は
「
し
の
ひ
（
び
）
妻
」
と
あ
る
べ
き
で
、「
ひ
（
び
）」
脱
。『〔
隠
シ
狸　

他
〕』

所
収
の
も
う
一
本
は
「
し
の
び
妻ツ

マ

」
と
あ
る
。
江
山
本
も
同
じ
。
享
保
保
教
本
、
鷺
仁
右
衛

門
派
及
び
他
流
は
「
使
な
つ
け
そ
」
と
は
相
違
。

　

⑧
あ
ま
り
し
た
へ
ハ
文
を
こ
そ
や
れ

江
山
本
は
「
余
り
と
い
へ
は
文
を
こ
そ
や
れ
」
と
あ
っ
て
、
小
異
。
享
保
保
教
本
、
仁
右
衛

門
派
及
び
他
流
は
春
日
本
と
同
じ
く
「
し
た
へ
ば
」。
江
山
本
は
、
誤
写
も
し
く
は
訛
伝
の

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
曲
の
連
歌
は
お
お
む
ね
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
が
、
③

（
第
三
句
）
と
⑦
（
第
七
句
）
は
、
他
の
伝
右
衛
門
派
台
本
と
は
相
違
す
る
表
現
が
認
め
ら

れ
る
。

11
、「
鬼
瓦
」

【
六
角
堂
へ
参
る
】

　

春
日
本
で
は
、
大
名
と
太
郎
冠
者
は
六
角
堂
に
参
詣
す
る
。

　
　

 「
イ
ヤ
参
る
程
に
爰
ハ
ど
こ
じ
や　
「
是
レ
を
此
方
ニ
は
御
存
シ
御
座
り
ま
せ
ぬ
か　

「
イ
ヽ
ヤ
知
ら
ぬ　
「
是
は
六
角
堂
で
御
座
る

　

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
は
、
六
角
堂
へ
参
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
・

杭
全
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
。
と
こ
ろ
が
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
中
で
も
、
常
磐
松
文
庫

本
や
長
府
伝
承
の
浜
田
本
は
因
幡
堂
へ
参
る
。
他
流
は
、
虎
明
本
・
虎
寛
本
・
山
本
東
本
、

伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
が
因
幡
堂
、
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成

本
も
同
じ
で
、
大
蔵
・
和
泉
両
流
と
も
に
因
幡
堂
へ
参
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
も
そ
れ
に
同

じ
。

　

鷺
流
両
派
は
お
お
む
ね
六
角
堂
へ
参
る
が
、
常
磐
松
文
庫
本
や
浜
田
本
は
、
他
流
と
同
じ

く
因
幡
堂
と
な
っ
て
い
る）

（（
（

。
つ
ま
り
、
春
日
本
は
、
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
及
び
鷺
仁

右
衛
門
派
と
同
じ
で
あ
り
、
基
本
的
に
鷺
流
の
特
色
を
も
つ
と
い
え
る
。

【
境
内
の
様
子
】

　

大
名
は
、
太
郎
冠
者
と
と
も
に
境
内
の
様
子
を
見
て
歩
く
が
、
春
日
本
で
は
、
そ
の
う
ち

に
森
と
絵
馬
を
見
る
。

　

○
ア
レ
〳
〵
あ
の
森
を
見
よ　

木
の
葉
繁
ケ
ツ
テ
し
ん
〳
〵
と
し
て
よ
い
ナ
ア

　

○
ハ
ア
ヽ
是
に
絵
馬
か
有
る　

中
ニ
も
此
絵
馬
ハ
古
筆
ト
見
ゆ
る
ナ
ア

享
保
保
教
本
は
、
森
・
絵
馬
を
見
る
こ
と
な
し
。
宝
暦
名
女
川
本
は
「
や
い
、
あ
の
森
を
見
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よ
、
こ
だ
ち
も
し
げ
り
、
し
ん
〳
〵
と
し
た
事
ぢ
や
な
あ
」、「
は
ゝ
絵
馬
、
ふ
る
い
に
由
て
、

殊
外
見
事
さ
う
な
」
な
ど
と
あ
る
。
常
磐
松
文
庫
本
・
浜
田
本
は
、
森
・
絵
馬
を
見
る
こ
と

な
し
。
寛
政
有
江
本
は
森
・
絵
馬
を
見
る
こ
と
な
し
。
参
拝
す
る
こ
と
も
な
く
、
す
ぐ
に
鬼

瓦
を
見
付
け
る
。
杭
全
本
は
、
森
を
見
る
こ
と
な
し
。
た
だ
し
「
何
と
お
び
た
ゝ
し
い
絵
馬

で
ハ
な
い
か
」
と
、
絵
馬
は
見
る
。
賢
茂
五
番
綴
本
も
森
を
見
る
こ
と
は
な
い
が
、「
此
絵

馬
を
見
よ
石（

マ
マ
）流

都
と
て
。
し
ほ
ら
し
い
物
す
き
の
絵
馬
じ
や
な
あ
」
と
絵
馬
を
見
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
・
虎
寛
本
・
山
本
東
本
は
、
い
ず
れ
も
森
・
絵
馬
を
見
る
こ
と
な
し
。

伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
様
。
天
理
本
は
「
だ
う
の
て
い
を
み
て
、
い
ろ
〳
〵
云
、（
略
）

主
も
、
あ
そ
こ
こ
ゝ
を
み
て
、
い
ろ
〳
〵
云
て
」
と
あ
り
、
詳
細
は
不
明
。
和
泉
家
古
本
も
、

堂
の
様
子
を
見
る
と
こ
ろ
は
「
シ
カ
〳
〵
有
ヘ
シ
」
と
記
す
の
み
。
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集

成
本
は
、
堂
の
様
子
（
細
工
な
ど
）
を
見
る
の
み
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
森
・
絵
馬
を
見

る
こ
と
な
し
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
森
と
絵
馬
を
見
る
く
だ
り
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
中
で
も
、
特

に
宝
暦
名
女
川
本
に
一
致
す
る
。

【
鬼
瓦
に
妻
を
偲
ぶ
】

　

① 

ア
ノ
口
を
か
つ
と
開
た
所
ハ
酒
を
の
ふ
て
機
嫌
よ
う
笑
ウ
か
ほ
に
よ
ふ
似
て
お
る
い
ヤ

イ

　

② 

ア
ノ
は
な
の
上
江
し
わ
を
よ
せ
目
を
か
つ
と
開
た
所
ハ
腹ハ
ラ

を
立
て
ゝ
某
シ
を
し
か
る
顔

に
其
ま
ゝ
じ
や
ハ
ヤ
イ

　

③ 

た
ま
〳
〵
女
か
来
れ
ハ
身
共
か
目
を
掛
る
か
と
お
も
ふ
て
に
ら
む
か
ほ
が
よ
う
に
て
お

る
い
ヤ
イ

享
保
保
教
本
は
「（
頬
・
口
が
似
て
い
る
、
額
が
開
い
て
鼻
が
大
き
く
そ
り
か
え
っ
て
小
鼻

が
い
か
っ
た
と
こ
ろ
が
似
て
い
る
な
ど
と
言
っ
た
後
）
①
ア
レ
カ
一
ツ
呑
フ
テ
機
嫌
ヨ
ウ
大

キ
ナ
口ク

チ

ヲ
ア
イ
テ
笑
ハ
ア
レ
〳
〵
ア
ソ
コ
ヘ
山
ノ
神
カ
来キ

テ
居
ル
カ
ト
思
フ
様
ナ　

②
又
例レ
イ

ノ
癖ク
セ

カ
発ヲ
コ

ツ
テ
目
ヲ
見
出
イ
テ
鼻
ニ
皺シ
ワ

ヲ
ヨ
セ
タ
モ
其
マ
ヽ
テ
ハ
ナ
イ
カ
」、
宝
暦
名
女
川

本
は
「
①
や
い
、
あ
の
口
の
く
わ
つ
と
き
れ
た
所
は
大
酒
を
呑
ふ
で
、
き
げ
ん
よ
ふ
笑
う
た

顔
付
に
よ
ふ
似
た
な
あ　

②
あ
の
鼻
の
上
に
し
わ
を
よ
せ
て
目
を
く
つ
と
だ
い
た
所
は
、
山

の
神
が
爰
へ
来
た
や
う
な
は　

③
た
ま
〳
〵
よ
そ
か
ら
し
ぶ
む
け
た
女
で
も
く
れ
ば
、
某
が

心
で
も
掛
る
か
と
思
ふ
て
某
を
に
ら
む
る
顔
付
に
其
ま
ゝ
ぢ
や
な
あ
」、
常
磐
松
文
庫
本
は

「
①
ヤ
い
あ
れ
見
よ　

あ
の
口
の
広
い
と
こ
ろ
鼻
の
く
わ
つ
と
ひ
ら
い
て
ま
か
つ
た
所
ハ
わ

ろ
ふ
顔
に
似に

た
で
ハ
な
い
か　

②
又
見
よ　

あ
の
目
の
ひ
よ
い
と
出
た
所
ハ
人
を
し
か
る
目め

元
に
似
た
で
ハ
無
か
」、
浜
田
本
は
「
①
あ
の
口
の
広
い
所
ハ
能
似
た
で
ハ
な
い
か　

②
あ

の
目
の
ひ
よ
つ
と
飛
出
た
鼻
の
い
か
つ
た
所
ハ
人
を
し
か
る
顔
に
似
た
で
ハ
な
い
か
」
と
あ

る
。

　

寛
政
有
江
本
は
「
①
自
然
余
所
か
ら
渋
ぬ
け
た
女
か
使
に
来
た
時
分
に
某
か
目
て
も
掛
る

か
と
思
ふ
て
し
り
眼
に
か
け
て
見
る
目
本
に
ハ
似
ぬ
か　

②
又
大
杯
を
持
て
酒
を
四
五
は
い

呑
す
ま
い
て
児コ

機
嫌
の
能
時
分
に
唍ニ

然コ

〳
〵
と
笑
口
元
に
其
侭
生
う
つ
し
て
ハ
な
い
か
」、

杭
全
本
は
「
①
色
の
真
黒
て
目
の
ど
ん
く
り
眼
な
所
ハ
し
ぜ
ん
渋
む
け
た
女
で
も
あ
れ
ハ
そ

の
方
へ
身
供
か
目
を
遣
ふ
か
と
思
ふ
て
き
つ
と
に
ら
ミ
付
ル
顔
に
其
侭
で
ハ
な
い
か　

②
あ

れ
〳
〵
あ
の
口
の
く
わ
つ
と
広
イ
所
も
能
似
た
ナ
ア
」、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
①
心
に
そ
ま

ぬ
事
か
有
ッ
て
わ
め
く
顔
は
。
よ
ふ
似
た
で
ハ
な
い
か　

②
又
機
嫌
の
よ
い
時
分
笑
ふ
口
元

ハ
。
よ
ふ
似
ハ
せ
ぬ
か
」
と
あ
る
。

　

虎
明
本
は
「
①
あ
の
み
ゝ
の
き
つ
と
し
た
は
、
其
ま
ゝ
女
共
が
耳
に
に
た
、
又
あ
の
目
の

く
る
り
と
し
た
も
に
た
よ　

②
は
な
の
た
か
ひ
も
い
か
つ
た
も
そ
の
ま
ゝ
じ
や　

③
ま
か
ぶ

ら
の
な
り
も
、
口
わ
き
の
く
わ
つ
と
耳
ま
で
き
れ
た
も
、
そ
の
ま
ゝ
よ
う
に
た
」、
虎
寛
本

は
「
①
あ
の
目
の
く
る
〳
〵
と
し
た
所
、
ま
た
鼻
の
い
か
つ
た
所
な
ど
は
其
ま
ゝ
で
は
無
い

か
。
②
扨
又
あ
の
口
の
、
耳
ゝ
迄
く
は
つ
と
き
れ
た
所
は
、
常
々
汝
を
し
か
る
時
の
つ
ら
に

能
う
似
た
で
は
無
い
か
」（
山
本
東
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）、
伊
藤
源
之
丞
本
「
①
あ
の
め
を
く
わ

つ
と
見
出
し
た
所
、
②
口
は
耳
せ
ゝ
迄
切
て
有
、
③
鼻
の
き
よ
つ
と
高
イ
所
、
④
ほ
う
先
の

つ
か
ミ
出
し
た
と
こ
ろ
迄
、
其
儘
女
共
じ
や
」、
虎
光
本
は
「
①
あ
の
鼻
の
様
子
色
の
黒
イ

処
へ
薄
霜
の
降
掛
た
処
ハ
化
粧
し
た
顔
に
其
侭
ぢ
や　

②
あ
の
髪
の
ち
ゞ
れ
た
様
子
眼
を
ク

ワ
ツ
ト
見
開
て
口
の
耳
せ
ゝ
迄
切
た
処
ハ
常
々
汝
を
呵
る
顔
付
に
其
侭
ぢ
や
」
と
あ
る
。

　

天
理
本
は
、
国
を
立
つ
時
に
見
せ
た
笑
顔
が
あ
の
鬼
瓦
に
似
た
と
言
い
、「
①
あ
の
口
の

大
き
な
る
が
、
よ
ふ
に
た　

②
ま
か
ぶ
ら
の
に
く
〳
〵
し
い
も
、
よ
ふ
に
た　

③
み
ゝ
の
大

き
な
る
も
、
よ
ふ
に
た
」
と
あ
る
。
和
泉
家
古
本
は
「
①
口
も
と
（
冠
者
）
②
ま
か
ぶ
ら
の

大
き
い
所　

③
コ
バ
ナ
ノ
イ
カ
ツ
タ
事　

④
ク
ビ
ス
ヂ
ニ
コ
ケ
ノ
ハ
ヘ
タ
事
」
が
似
た
と
す

る
。古
典
文
庫
本
は「
①
ま
か
ぶ
ら
の
大
き
い
処　

②
小
鼻
の
怒
つ
た
様
子　

③
口
の
耳
せ
ゝ

迄
き
れ
た
あ
た
り
」、
狂
言
集
成
本
は
「
①
ま
ぶ
た
の
お
ほ
い
き
さ
つ
た
所　

②
猿
田
彦
の

鼻
程
き
よ
い
と
高
い　

③
口
の
耳
せ
ゝ
ま
で
切
れ
た
所　

④
首
筋
に
苔
の
生
へ
た
」と
あ
り
、

い
ず
れ
も
妻
の
笑
顔
に
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
①
目
の
皿
程
に

見
ゆ
る
、よ
く
似
た　

②
（
冠
者
）
口
の
耳
せ
ゝ
ま
で
大
き
な
も
御
内
義
様
じ
や
」
と
あ
る
。

　

春
日
本
の
見
立
て
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
（
寛
政
有
江
本
・
杭
全
本
）
に
一
部
一
致
す
る
と
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こ
ろ
（
③
）
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
宝
暦
名
女
川
本
に
最
も
近
い
。
他
流
及
び
狂
言

記
外
五
十
番
は
、
い
ず
れ
も
口
・
鼻
・
耳
の
様
子
が
妻
に
似
る
こ
と
を
並
べ
立
て
て
お
り
、

春
日
本
の
よ
う
に
、
様
々
な
場
面
の
顔
に
見
立
て
る
こ
と
は
な
い
。

【
太
郎
冠
者
の
せ
り
ふ
】

　

春
日
本
で
は
、
鬼
瓦
に
妻
の
腹
を
立
て
た
顔
を
見
た
大
名
に
対
し
、
太
郎
冠
者
が
次
の
よ

う
な
せ
り
ふ
を
言
う
。

　
　

 

イ
ヤ
申
シ
奥
さ
ま
の
は
ら
を
立
さ
せ
ら
れ
た
御
顔
ハ
あ
の
様
な
事
で
ハ
御
座
ら
ぬ
も
つ

と
す
さ
ま
じ
う
御
座
り
ま
す
る
が
是
ハ
此
方
の
御
ヒ
イ
キ
目
で
御
座
り
ま
し
よ
う

享
保
保
教
本
は
「
イ
ヤ
ヲ
口ク

チ

ノ
ヒ
ロ
イ
事
ハ
ア
ノ
様
ナ
物
テ
ハ
御
座
リ
マ
セ
ヌ
」「
ソ
レ
ハ

御ヲ

前
ノ
御
ヒ
イ
キ
目
テ
御
座
ル　

ヲ
コ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ハ
中
々
ア
ノ
様
ナ
事
テ
ハ
御
座
リ
マ
セ

ヌ
」、
宝
暦
名
女
川
本
「
お
か
み
様
の
顔
付
は
、
又
あ
の
や
う
な
物
で
は
御
座
ら
ぬ
、
ま
だ

こ
な
た
の
御
ひ
い
き
め
で
御
座
る
」
と
あ
る
。
常
磐
松
文
庫
本
・
浜
田
本
は
、
該
当
す
る
せ

り
ふ
が
な
い
。
寛
政
有
江
本
は
「
そ
れ
ハ
御
前
の
御
ひ
い
き
て
御
座
ル　

お
笑
被
成
御
口
も

と
ハ
あ
れ
一
倍
て
御
座
ル
」、
杭
全
本
は
「
こ
れ
ハ
こ
な
た
の
御
ひ
い
き
で
ご
ざ
る　

お
国

元
の
お
上
様
の
口
ハ
あ
れ
よ
り
く
わ
つ
と
広
ふ
こ
ざ
る
」、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
夫
ハ
此
方

の
御
ひ
い
き
で
御
座
る
。
ま
だ
お
口
元
ハ
く
わ
つ
と
広
ふ
御
ざ
り
ま
す
る
」
と
あ
る
。

　

他
流
は
、
虎
明
本
・
虎
寛
本
・
山
本
東
本
に
該
当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。
伊
藤
源
之
丞
本
・

虎
光
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
天
理
本
は
該
当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。
た
だ
し
、
太
郎
冠
者
は
「
中

に
も
よ
ふ
に
さ
せ
ら
れ
た
は
、
お
い
ろ
の
く
ろ
い
が
、
よ
ふ
に
さ
せ
ら
れ
た
」「
お
か
お
に
、

こ
け
の
は
へ
さ
せ
ら
れ
た
ま
で
、
そ
の
ま
ゝ
じ
や
」
な
ど
と
大
名
の
妻
の
容
貌
に
関
す
る
せ

り
ふ
を
言
う
。
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
は
該
当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。
狂

言
記
外
五
十
番
も
同
様
に
該
当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。

　

春
日
本
の
「
此
方
の
御
ヒ
イ
キ
目
」
と
す
る
せ
り
ふ
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
（
常
磐
松
文
庫

本
・
浜
田
本
を
除
く
）・
仁
右
衛
門
派
と
も
に
見
出
さ
れ
る
が
、
仁
右
衛
門
派
は
、
口
の
広

い
こ
と
に
関
し
て
で
あ
り
、
怒
っ
た
顔
に
つ
い
て
言
う
の
は
、
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川

本
で
あ
る
。
中
で
も
春
日
本
は
、
宝
暦
名
女
川
本
に
最
も
近
い
と
い
え
よ
う
。
他
流
は
こ
の

部
分
に
該
当
す
る
せ
り
ふ
が
見
当
た
ら
な
い
。

【
留
め
の
笑
い
】

　

最
後
に
、
大
名
は
思
い
直
し
て
、
冠
者
と
も
ど
も
笑
い
留
め
に
す
る
。

　
　

 

イ
ヤ
某
シ
ハ
よ
し
な
い
事
に
ら
く
る
い
し
た　

ア
ノ
様
な
顔
て
も
女（
マ
マ
）夫
む
つ
ま
し
く
子

供
数
多
持
ツ
た
ハ
目
出
度
事
て
ハ
無
い
か
（
略
）
な
く
所
て
ハ
有
ま
い　

さ
い
せ
ん
の

と
ハ
引
違
て
一
ツ
笑
て
か
へ
ろ
ふ

享
保
保
教
本
は
「
ヤ
イ
是
ハ
某
ハ
ヨ
シ
ナ
イ
事
ニ
嗟ナ

ゲ
イ

タ　

ア
ノ
様
ナ
者
ニ
ソ
フ
テ
モ
子
中
ヲ

ナ
シ
テ
此
様
ニ
家
繁
昌
ス
ル
様
ナ
目
出
度
事
ハ
ナ
イ　

イ
ザ
笑
フ
テ
帰
ラ
ウ
」、
宝
暦
名
女

川
本
は
「
是
は
い
か
な
事
、
や
い
、
よ
し
な
ひ
事
に
な
げ
い
た
、
あ
の
や
う
な
者
で
も
、
か

様
に
し
そ
ん
は
ん
じ
や
う
す
る
は
、
目
出
度
、
い
ざ
わ
つ
さ
り
と
笑
ふ
て
帰
ら
う
」、
常
磐

松
文
庫
本
は
「
ヤ
い
太
郎
く
わ
じ
や
某
ハ
む
さ
と
し
た
事
を
云
て
し
う
た
ん
の
し
た
ハ
ヤ
い

（
略
）
鬼
瓦
か
国
元
の
山
の
神
に
に
た
と
い
ふ
て
な
げ
く
は
づ
ハ
な
い
（
略
）
さ
ら
ハ
此
よ

ろ
こ
び
に
わ
つ
さ
り
と
わ
ら
ふ
て
帰
う
」、
浜
田
本
は
「
や
い
某
ハ
む
さ
と
し
た
事
を
云
て

し
う
た
ん
を
し
た
わ
い
や
い
（
略
）
あ
の
鬼
瓦
が
国
本
の
山
の
神
に
似
た
と
云
て
し
う
た
ん

を
す
る
筈
ハ
な
い
（
略
）
国
本
へ
の
門
出
じ
や　

わ
つ
さ
り
と
笑
ふ
て
帰
ら
ふ
」
と
あ
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
「
い
な
事
を
思
ひ
出
て
殊
外
啼
た　

汝
も
思
ふ
て
も
見
よ　

あ
の
や
う
な

身ミ

女メ

の
悪
ひ
者
を
能
ひ
と
今
ま
で
子
中
を
持
て
栄
へ
来
ハ
目
出
度
こ
と
て
ハ
な
い
か
（
略
）

此
歓
に
と
つ
と
笑
て
帰
ら
ふ
」、
杭
全
本
は
「
是
ハ
い
か
な
事　

某
ハ
む
さ
と
し
た
事
に
し

ふ
た
ん
を
し
た　

あ
の
こ
と
く
見
目
悪
イ
顔
な
れ
共
年
月
能
々
と
思
ふ
て
子
中
迄
な
し
た
ハ

何
と
目
出
た
い
事
で
ハ
無
イ
か
（
略
）
い
ざ
此
い
わ
い
ニ
ど
つ
と
笑
ふ
て
帰
ろ
ふ
て
ハ
有
ま

い
か
」、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
や
い
太
郎
く
わ
じ
や
。
某
は
む
さ
と
し
た
事
に
愁
歎
を
し
た
。

心
に
そ
ま
ぬ
女
な
れ
共
。
子
中
迄
を
な
し
て
栄
ゆ
る
や
う
な
。
目
出
度
事
ハ
有
ま
い
ぞ
な
あ

（
略
）
い
ざ
此
悦
に
ど
つ
と
笑
ふ
て
帰
ら
ふ
」
と
あ
る
。

　

虎
明
本
は
、太
郎
冠
者
が
「
も
は
や
や
が
て
お
く
だ
り
な
さ
れ
て
あ
わ
せ
ら
れ
う
も
の
を
、

む
さ
と
し
た
事
仰
ら
る
ゝ
」「
此
ほ
ど
も
何
事
も
な
ひ
と
申
て
ま
い
つ
て
ご
ざ
る
に
、
さ
や

う
に
な
か
せ
ら
る
ゝ
か
」
と
慰
め
る
の
で
、
大
名
は
笑
っ
て
留
め
る
。
虎
寛
本
は
、
太
郎
冠

者
が
「
此
様
に
御
仕
合
せ
能
う
て
、
追
付
下
ら
せ
ら
る
れ
ば
、
其
儘
逢
せ
ら
る
ゝ
事
で
御
ざ

る
。
な
げ
か
せ
ら
る
ゝ
所
で
は
御
ざ
る
ま
い
。
御
機
嫌
を
直
さ
せ
ら
れ
い
」と
慰
め
る
の
で
、

大
名
は
太
郎
冠
者
と
も
ど
も
笑
っ
て
留
め
る（
山
本
東
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）。伊
藤
源
之
丞
本
は
、

太
郎
冠
者
が
「
此
中
も
御
無
事
な
と
申
御
左
右
が
御
座
り
ま
し
た
」
と
言
う
の
で
、
大
名
は

思
い
直
し
、「
あ
ゝ
、
目
出
度
折
柄
、
ふ
か
く
の
泪
を
な
が
し
た
。
な
く
所
で
な
ひ
。
わ
つ

さ
り
と
笑
て
の
こ
ふ
」、
虎
光
本
は
、
太
郎
冠
者
が
「
御
国
元
へ
下
ら
せ
ら
る
れ
バ
目
出
度

う
御
対
面
被
仰
ル
（
御
対
面
か
な
る
て
ハ
）
御
座
ら
ぬ
か
。
是
ハ
歎
せ
ら
る
ゝ
処
で
ハ
御
座

り
舛
ま
い
」
と
言
う
の
で
、大
名
は
「
こ
れ
ハ
歎
所
で
ハ
有
ま
い
。
目
出
度
ふ
笑
て
い
の
ふ
」。

　

天
理
本
は
「
是
は
め
で
た
ひ
帰
国
で
あ
る
に
、
あ
わ
れ
で
わ
る
ひ
、
い
ざ
め
で
た
う
笑
」、

和
泉
家
古
本
は
「
や
れ
太
郎
く
わ
し
や
・
目
出
た
い
折
か
ら
此
こ
と
く
に
落
涙
す
る
と
云
事
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か
あ
る
物
か
・
い
さ
わ
つ
さ
り
と
笑
て
帰
ら
う
」
と
あ
る
。
古
典
文
庫
本
は
、
太
郎
冠
者
が

「
明
日
お
立
な
さ
る
れ
バ
追
付
お
逢
な
さ
る
ゝ
お
事
で
ご
ざ
る　

何
も
其
様
に
御
落
涙
な
さ

る
ゝ
事
は
ご
ざ
り
ま
す
ま
い
」
と
言
う
の
で
、
大
名
は
「
扨
も
〳
〵
わ
け
も
な
い
事
に
落
涙

し
た　

此
の
様
な
目
出
た
い
う
れ
し
い
事
が
有
う
か　

い
や
是
は
き
け
ん
を
直
し
て
め
で
た

う
ど
つ
と
笑
ふ
て
行
う
」、
狂
言
集
成
本
は
、
太
郎
冠
者
が
「
追
付
お
下
り
な
さ
る
れ
ば
。

早
速
に
お
合
ひ
な
さ
る
ゝ
事
で
ご
ざ
る
。
何
故
御
落
涙
な
さ
れ
ま
す
る
ぞ
」
と
言
う
の
で
、

大
名
は
そ
れ
も
そ
う
だ
と
し
て
冠
者
と
も
ど
も
笑
っ
て
留
め
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
冠

者
、
よ
い
仕
合
で
国
へ
帰
る
、
目
出
度
、
泣
く
所
で
は
な
い
、
め
で
た
ふ
笑
ふ
て
下
向
致
さ

う
」
と
あ
る
。

　

春
日
本
は
、
大
名
自
身
が
気
を
変
え
て
、
あ
の
よ
う
な
顔
で
も
夫
婦
仲
睦
ま
じ
く
、
子
ど

も
を
多
く
持
っ
た
こ
と
が
目
出
度
い
と
し
て
、
笑
い
に
と
り
な
す
。
こ
の
か
た
ち
は
、
鷺
伝

右
衛
門
派
（
常
磐
松
文
庫
本
・
浜
田
本
を
除
く
）
及
び
仁
右
衛
門
派
と
一
致
す
る
。
特
に
表

現
の
上
で
は
、
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大

蔵
流
・
和
泉
流
・
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
い
ず
れ
も
訴
訟
が
叶
っ
て
近
々
帰
国
す
る
と
い
う

設
定
で
あ
る
た
め
、
妻
と
も
う
す
ぐ
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
し
て
（
大
蔵
流
及
び

和
泉
流
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
で
は
、
そ
れ
を
太
郎
冠
者
が
言
う
）、
笑
い
留
め
に
持

ち
込
む
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
「
鬼
瓦
」
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
、
特
に
宝
暦
名
女
川
本
と
一
致
す

る
部
分
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
同
派
の
中
で
も
常
磐
松
文
庫
本
は
、
参
詣
す
る
場
所

が
因
幡
堂
で
あ
る
な
ど
、
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
、
そ
し
て
春
日
本
と
は
か
な
り
相

違
し
て
お
り
、
こ
の
か
た
ち
は
長
府
伝
承
の
浜
田
本
が
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
上
）（
下
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山

口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
17
～
18
、
平
23
・
３
～
平
24
・
３
）。

（
２
）　

拙
稿
「
山
口
鷺
流
」（『
国
立
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演　

鷺
流
狂
言
の
流
れ
を
た
ど
っ

て
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
平
12
・
10
）
参
照
。

（
３
）　

こ
の
こ
と
は
、
拙
稿
「
鷺
流
に
お
け
る
「
古
態
」
の
残
存
―
江
戸
初
期
古
演
出
と
の

関
連
を
中
心
に
―
」（
小
林
健
二
編『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７　

中
世
の
芸
能
と
文
芸
』

竹
林
舎
、
平
24
所
収
）
に
お
い
て
も
考
察
し
た
。

（
４
）　

例
え
ば
、
春
日
庄
作
が
明
治
十
年
に
家
督
を
継
い
だ
春
日
家
は
、
大
蔵
流
の
家
で
あ

り
（
た
だ
し
、
初
代
は
鷺
仁
右
衛
門
派
）、
大
蔵
流
の
伝
承
と
の
接
触
が
何
ら
か
の
か

た
ち
で
あ
り
得
た
か
。

（
５
）　

山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。
拙
稿
「〔
翻
刻
〕
狂
言
名
寄
・

内
外
間
名
寄
（
山
口
県
立
大
学
蔵
）」『
山
口
県
立
大
学
大
学
院
論
集
』
４
、
平
15
・
４
）

に
翻
刻
し
た
。

（
６
）　

享
保
保
教
本
で
は
、
父
親
の
名
ノ
リ
に
つ
い
て
、「
年
比
ニ
ヨ
リ
弟
ト
モ
云
ヘ
共
余ヨ

ノ
狂
言
ト
ハ
違チ
カ
イ

本
式
ニ
ハ
云
ヌ
事
ナ
リ
」
と
注
記
す
る
。

（
７
）　

拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
下
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山
口
県
立

大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
18
、
平
24
・
３
）「
柿
山
伏
」
の
項
参
照
。

（
８
）　

京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
『
か
さ
ぬ
草
紙
神
宮
文
庫
蔵
』（
臨
川
書
店
、昭
52
）「
解

説
」（
越
智
美
登
子
氏
）
に
は
、
①
の
歌
に
つ
い
て
、
狂
言
を
は
じ
め
、『
新
撰
狂
歌
集
』

『
新
旧
狂
歌
誹
諧
聞
書
』『
古
今
夷
曲
集
』
等
の
所
見
を
指
摘
す
る
。

（
９
）　

拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
上
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山
口
県
立

大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
17
、
平
23
・
３
）。

（
10
）　

拙
稿
「
鷺
流
の
「
古
態
」
―
天
正
狂
言
本
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」『
藝
能
史
研
究
』

195
、
平
23
・
10
）
で
も
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
11
）　

永
井
猛
氏
『
狂
言
変
遷
考
』（
三
弥
井
書
店
、
平
14
）
Ⅱ
第
二
章
一
「
鷺
流
「
宝
暦

名
女
川
本
」
に
つ
い
て
」。

（
12
）　

長
府
の
浜
田
家
旧
蔵
の
狂
言
台
本
と
し
て
は
、
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
鷺
流

狂
言
記
』
天
地
二
冊
（
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』

山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
13
所
収
）
が
現
存
す
る
が
、
こ
の
中
に
「
昆
布
売
」
は
な
い
。

（
13
）　

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
14
）　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
台
本
と
考
え
ら
れ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
鷺
流
狂
言
記
』
所

収
「
鬼
瓦
」
も
、
因
幡
堂
に
参
詣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
～
二
十
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ｃ
））
に
よ
る
研
究
「
山
口
に
現
存
す
る
鷺
流
狂
言
の
系
統
的
研
究
」（
課
題
番
号

22520187

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

（
日
本
芸
能
論
）




